
                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IC タグライタ取扱説明書 
 

 

 

 

 

 

 

2025 年 7 月 10 日  第 3.2.7 版 

 

 

株式会社アートファイネックス 

 

 

 

  



                                       

IC タグライタ取扱説明書 

 

 

変更履歴 

 

日付 版数 変更内容 

2009/12/04 Rev 1.0.4 ・初版発行 

2010/02/09 Rev 1.2.2 
・インストールに関する項目を追加、パスワード設定のページを移動 

・目次・文書中のフォントを統一、文書中の誤字を修正 

2010/09/02 Rev 1.4.2 

・タイトルを「IC タグライタ UP 取扱説明書」→「IC タグライタ CB 取扱説明書」に

変更 

・本文中の「IC タグライタ UP」→「IC タグライタ CB」に変更 

・文章中の「UP-10」を「CB ファミリ」に変更 

・対応 OS に Vista SP2、7 を追加 

・メイン画面の初期状態の説明を変更 

・[CB Settings]画面に追加項目の説明を追加 

・同画面上の UP-10、UP-32 接続時の差異について追加 

・[Get ID]画面の追加項目の説明を追加 

・同画面上の UP-10、UP-32 接続時の差異について追加 

・[CB Settings]を[R/W Settings]に変更 

2010/11/02 Rev 1.5.0 
・タイトルを「IC タグライタ CB 取扱説明書」→「IC タグライタ取扱説明書」に変更 

・書き込みデータインポートを 64 桁(240bit)迄拡張 

2011/02/16 Rev 1.6.1 

・メイン画面ライト系テストで NG の場合リトライを追加 

・メイン画面テスト結果の CSV 出力を追加 

・動作環境から(動作確認済み)の記述を削除 

2011/06/28 Rev 1.7.3 

・[Get ID]画面の UI 及び機能を変更 

・[R/W Settings]画面の[Initialize WLAN]を追加 

・変更履歴を追加 

2011/12/01 Rev 1.8.2 

・「2.12.RS-232C の通信速度を設定する」に、通信速度変更時の制限事項を

追加 

・「2.3.2.書き込み・読み取りテスト(Write/Read)」「2.3.3.書き込みデータインポ

ートテスト(W/R from data)」に、[Force Next Test Data]チェックボックスの説

明を追加 

2012/03/06 Rev 2.0.0 ・IC タグライタのバージョンアップに伴い、各画面イメージ、記述等を変更 
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2012/05/10 Rev 2.1.0 

・機能追加に伴い、各画面イメージ、記述等を変更 

・「1.2.対応機器一覧」を追加 

・「3.5.タグメモリへのアクセスを行う」の章立てを変更 

・「3.5.5.タグメモリへのマルチブロックアクセス」を追加 

2012/07/24 Rev 2.2.2 

・「3.5.7.タグのメモリ領域をロックする」の画面イメージを変更 

・「3.8.1.[RW settings]画面の表示」の「Select/Query parameter」画面イ

メージを変更 

・「2.IC タグライタのインストール」画面イメージを変更 

・「1.2.対応機器一覧」を更新 

・950MHz 帯機器に対する文言を削除 

2013/07/01 Rev 2.8.3 

・「1.2.対応機器一覧」一覧を更新 

・「3.2.1.接続」受信タイムアウトの記述を追加 

・「3.4.1.[Get ID]画面の表示」RSSI の記述を追加 

・「3.8.1.[RW settings]画面の表示」200mW タイプの記述を追加 

2013/09/17 Rev 2.10.0 ・「3.8.1.[RW settings]画面の表示」1W タイプの記述を追加 

2013/12/05 Rev 2.12.0 

・「1.3.Windows Vista 以降の OS における注意」タイトル及び説明を変更 

・「3.3.タグのテストを行う」画面イメージ及び LED 制御部の記述を変更 

・「4.2.筐体入りリーダ・ライタ製品の LED 表示」2LED の表示仕様を追加 

2014/03/19 Rev 2.13.0 

・「1.1.ソフトウエアの概要」対応 OS から Windows XP を削除 

・「1.2.対応機器」対応機器一覧を削除、セットアップガイドを参照するように変更 

・「3.1.起動」Windows 8 の記述を追加 

2014/11/26 Rev 2.14.0 
・「3.9.RS-232C の通信速度を設定する」通信速度制限の記述を削除 

・「3.9.RS-232C の通信速度を設定する」通信速度変更後の記述を追加 

2014/12/10 Rev 2.15.0 

・「3.1.起動」Windows 8/8.1 の記述に変更 

・「1.1.ソフトウエアの概要」Windows 8/8.1 (32bit/64bit)を追加 

・「3.8.1.[RW settings]画面の表示」Tx power の設定値に関する記述を追加 

2015/02/12 Rev 2.17.0 ・「3.8.リーダ・ライタの設定を変更する」リーダ・ライタ種別の呼び名を変更 

2015/03/27 Rev 2.19.0 ・「3.8.1.[RW settings]画面の表示」リーダ・ライタ選択画面を追加 

2015/06/10 Rev 3.0.0 ・体裁変更(株式会社アートファイネックス版に移行) 

2016/09/08 Rev 3.0.1 ・3.4.1 [Get ID]画面の表示 「Read many Tag」の説明追加 

2017/04/18 Rev 3.0.3 
・特定省電力対応 

・GetID に [In/Out Log] と [Base on List] の機能を追加 

2017/08/01 Rev 3.0.4 ・GetID 画面 [Send command]の[MultipleNomerge]の説明追加 

2017/08/30 Rev 3.0.5 

・メイン画面ライト系テストで Verify on/off 設定機能を追加 

・GetID 画面 [In/Out Log] のログ出力仕様を変更 

  前：START 時にログファイルを開き、STOP 時に閉じる。 
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  後：データを書込む前にログファイルを開き、書込んだ後に閉じる。 

・In/Out Event 画面説明追加 

・メイン画面内に現在のアンテナ番号を表示。また、アンテナ番号の変更も可能。 

2017/12/21 Rev 3.0.6 

・メイン画面内に現在選択されているアンテナ番号の表示/変更を追加 

・メイン画面内にリーダ・ライタ内蔵ブザーを使うかどうかの選択を追加 

・GetID 画面と In/Out Event 画面内にリーダ・ライタ内蔵ブザーと LED を 

 使うかどうかの選択を追加 

・メイン画面で Select を実行中に LBT エラーのときに、LBT と表記し黄色に 

 するようになった 

・メイン画面で、F2 key の他に IO 3 をトリガにして実行できるようになった 

・Get ID 画面と In/Out Event 画面で、F2 key と IO 3 をトリガにして 

 実行できるようになった 

・CB family SU モデルのとき、メイン、GetID、In/Out Event で 

 TID を読めるようになった 

・GetID 画面のパラメータが多くなり縦長になり過ぎて PC 画面に表示できなく 

 なったため、パラメータの配置を変更して横長にした 

・GetID 画面で In/Out Log と RSSI を選択したときに、In ログに RSSI 値を 

 ログに残すようにした 

2018/02/06 Rev 3.0.7 ・CB SU モデルで アンテナごとに送信出力とセッションを設定できるようにした 

2018/03/07 Rev 3.0.8 

・GetID 画面で RSSI フィルタリングできるようにした。（CB ファミリ SU モデル） 

・メイン画面でタグへ書込むときに、ベリファイ 2 と受信タイミング（f ファミリ）に 

 対応した。 

2018/03/27 Rev 3.1.0 
・RSSI フィルタリングの設定を GetID 画面から settings 画面に移動した。 

  （CB ファミリ SU モデル） 

2018/03/29 Rev 3.1.1 ・In/Out Event 画面で RSSI の取得をできるようにした 

2018/03/30 Rev 3.1.2 
・settings 画面内の Each antenna settings シートで、セッションの 

 有効/無効を設定できるようにした 

2018/04/05 Rev 3.1.3 
・メイン画面の [START] ボタンを押したときに、アンテナ切替えを実施するように 

 した（SU モデルでアンテナごとの送信出力とセッションを有効にするため） 

2018/07/05 Rev 3.1.4 

・GetID 画面と In/Out Event 画面で、移動時通知＆Count up のときに、 

 state が 1 と 0 が混ざった通知が来るとサイズ 0 のタグを 

 表示しようとして画面に NULL が表示されていたのを修正 

・メイン画面内の Recv Timing（受信タイミング） を、CB ファミリ SP モデルでも 

 使えるようにした 

・送信出力の範囲を修正 

2018/11/22 Rev 3.1.5 
・メイン画面の Number of times と Interval を inifile.ini ファイルに 

 保存するようにした 
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・GetID 画面と In/Out Event 画面で、In/Out のときの Chattering 仕様を 

 変更（Chattering の設定を、In とする回数と Out とする回数の 2 つにした） 

・メイン画面で select を実行するときに、複数のタグを検出すると ID 欄に 

 検出したタグ数（例：２つ検出したときは “( 2 )” ）を表示するようにした 

・メイン画面の Data の後に Confirm 欄を追加した 

  Confirm は Write した後に Read したデータを表示する 

2019/03/11 Rev 3.1.6 

・About で表示されるダイログに、製品タイプ/筐体シリアル/内部シリアル/ 

  メーカー名 も表示するようにした。 

・メイン画面でのエンコードを改良した。 

   ロック解除/パスワード変更/ロック をできるようにした。 

   PC 値もエンコードできるようにした。 

   各動作（Select/Write/Read/Lock など）をリトライできるようにした。 

   エンコード中にログ保存するようにした。 

   W/R from data のときだけ ビットマップ表示とタグが取り除かれるのを 

   待つようにした。 

   Write/Read のときは EPC の長さを設定できるようにした。 

2019/04/19 Rev 3.1.7 

・エンコードのとき、[Encode PC too]にチェックを入れないときは 

 Toggle と RFU/AFI には 0 を書くようにした。 

・メイン画面の[Verify]の初期設定値を２（ベリファイ 2）とした。 

2020/04/02 Rev 3.1.8 

・エンコードのとき、ロック解除できなかったら、既にロックが解除されているかどうかを 

 調べて、解除されていたら次のステップへ。（従来、書込みで失敗した後、その 

 タグを再度かざすと既にロックが解除されているため、ロック解除に失敗して 

次のステップへ行けなかった） 

・エンコードで 書込むときに、失敗したらそれ以降は TID 指定でリトライするか 

どうかを選択できるようにした。 

・エンコード画面で、エンコード前の PC 値とエンコード後の 

LEN/UMI/XPC/TGL/AFI も表示するようにした。 

・Setting 画面に FTDI リセットボタンを追加した。 

・Option－Graph RSSI 画面を追加した。最大 5 つのタグの RSSI を計測して 

 グラフ表示することができる。 

・GetID 画面に移動時通知時のチャタリング回数を設定できるようにした。 

・GetID 画面と In/Out Event 画面から Anticollision コンボボックスを 

削除した。 

2020/10/02 Rev3.1.8.3 

・［File］－［Connect］で開く Interface setting 画面内に 

  FTDI 経由で R/W をリセットするボタンを設けた。 

  このボタンを押すと API 関数 so_ResetReaderBeforeConnect を 

実行する。 
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2020/10/08 Rev3.1.8.4 
・［Get ID］と［In/Out Event］内に「Display in ASCII」チェックボックスを設けた。 

  これにチェックを入れると、RF タグ ID を ASCII キャラクタで表示する。 

2020/10/23 Rev3.1.8.5 

・CB ファミリ SU モデルで、ポート切替えのときでも移動時通知可能。 

・［Setting］－［Each antenna］画面内に、Ant1 の設定値を全 Ant に 

コピーするボタンを設けた。（送信出力値コピーボタンとセッション値コピーボタン） 

2020/10/30 Rev3.1.8.6 ・［Graph RSSI］での最小 RSSI 値を-70 から-100 に変更。 

2020/11/11 Rev3.1.8.8 
・トリガーI/O3 を I/O12 に変更 

・［Get ID］の Chattering Out の設定値を 2 桁⇒3 桁に変更 

2021/01/08 Rev3.1.9.0 
・［Get ID］に IO 入力通知（監視）機能を追加 

・［In/Out Event］に移動時通知時のチャタリング回数設定を追加 

2021/03/26 Rev3.2.0.0 
・ ［ Setting ］ － ［ Reader configration ］ の Modulation Depth を

Modulation に変更 

2021/03/30 Rev3.2.1 

・下の画面に Verify と Recv timing を追加 

［Option］－［Memory access］ 

［Option］－［Memory access］－［Multiblock］ 

2021/05/10 Rev3.2.2 ・［Help］－［Cmd test］で［Send］した後、一連の受信データを受信。 

2023/03/03 Rev3.2.3 

・［Interface setting］で Reset Reader が使用できる条件を追記。 

・［Interface setting］で現在接続されている COM ポートのみを表示。 

・［Memory access］で TID を読んだときに、そのタグのメーカー名などを表示。 

・［Cmd test］に [BCC/CC]や[Add BCC/Add CC+7E]ボタンを追加。 

・［Help］－［Debug］に呼ばれた API 関数名を表示。 

2023/05/09 Rev3.2.4 

・GetID 画面 

右上にサイクル時間を表示。 

RFID リーダ・ライタによっては Send command 欄で下を選択可能。 

EPC+TID(12byte)、EPC+USER(12byte) 、SinglePhase 

2023/12/08 Rev3.2.5 

・Connect（Interface setting）画面 

自律モードで動作しているリーダ・ライタをホストモードにしてから接続する 

チェックボックスを追加。 

2024/02/14 Rev3.2.6 

・メイン画面 

Verify を使えない機器のときは設定不可。 

・About 画面 

設定パラメータを出荷時に戻すボタンを追加。（特定の機器のみが対象） 

2025/07/10 Rev3.2.7 

・CB ファミリ AR モデル 

AR モデルの制限事項を追記。 

・RW settings 画面 

Reader configuration タブ内の Modulation の説明を追記。 
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はじめに 
 

 このたびは、UHF 帯 RFID リーダ・ライタ製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

 本ドキュメントは、IC タグライタの使用方法を説明したものです。安全に正しくご使用いただくため、ご利用前に必

ずお読みください。 

 

□ご注意 

 IC タグライタの著作権は、株式会社アートファイネックスに帰属します。 

 IC タグライタの使用により生じた損害に対し、株式会社アートファイネックスは一切責任を負わないものとし

ます。 

 本ドキュメントは、IC タグライタのバージョン 3.3.2.1 以降を対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断転載を禁じます。 

本書の内容は、予告無く変更することがあります。 

記載しているスクリーンショットなどは、イメージを説明したものです。 

実際の画面と相違している場合があります。 

 

※Windows は、米国 Microsoft Corp.の登録商標です。 

※その他、商品名および製品名などは、各社の商標または登録商標です。 
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1. 概要 

 

 IC タグライタ(以下、本ソフト)は、当社製品である UHF 帯リーダ・ライタ(以下、リーダ・ライタ)を動作させるための専

用ソフトウエアです。 

 

1.1. ソフトウエアの概要 

 

 動作環境 

OS ：  Windows11 

 必要なファイル :  ICTagWriter.exe、spapi.dll、interface.ini、inifile.ini 

 

1.2. 対応機器 

 

 本ソフトは、アートファイネックス社製 UHF 帯 RFID リーダ・ライタすべてに対応します。リーダ・ライタ一覧につきまして

は、「UHF 帯 RFID リーダ・ライタ共通セットアップガイド」の「1.リーダ・ライタ一覧」をご参照いただき、ご使用になるリー

ダ・ライタがどのファミリに属するかご確認ください。 
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2. IC タグライタのインストール 

 

 SDK 内の[SampleApplication]フォルダや弊社ホームページからダウンロードしたインストーラファイル 

(ICTagWriterSetupSt****.msi)を実行してください。 

 以下の画面が表示されますので、[次へ]を押下してください。 

 

 

 

 使用許諾契約書が表示されますので、内容に同意される場合は、[同意する]を選択し、[次へ]を押下してくださ

い。 

 

 

 

 

  

図 2-1 

図 2-2 
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 インストール先に変更がなければ、そのまま[次へ]を押下してください。 

※デフォルトでインストールすると実行ファイルは「C:\ART Finex\IC タグライタ」に生成されます。 

 

 

 デスクトップにショートカットを作成する場合は、[デスクトップにショートカットを作成する]にチェックを入れ、[次へ]を押

下してください。 

 

 

 

 

  

図 2-3 

図 2-4 
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 [次へ]を押下すると、インストールが開始されます。 

 

 

 

 

 以下の画面が表示されれば、インストールは完了です。[閉じる]を押下してください。 

 

 

 

  

図 2-5 

図 2-6 
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3. IC タグライタの使用方法 

 

3.1. 起動 

 PC の[スタート]-[ ART Finex]-[IC タグライタ]や実行ファイル（ICTagWriter.exe）より、本ソフトを起動します。 

実行ファイルは、インストール時にインストール先をデフォルト設定で行うと[C:¥ART Finex¥IC タグライタ]にあります。 

 

 本ソフトを起動すると以下の画面が表示されます。 

 

 

① リーダ・ライタの接続状態を表示します(接続時[OPEN]、非接続時[CLOSE])。 

② リーダ・ライタ種別を表示します。 

③ リーダ・ライタと接続しているインターフェースを表示します。 

④ インターフェースの COM ポート番号または IP アドレスを表示します。 

⑤ インターフェースの通信速度または LAN ポート番号を表示します。 

⑥ ID 取得種別を表示します。 

※詳細は、「3.9 リーダ・ライタの設定を変更する」をご参照ください。 

  

図 3-1 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
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3.2. 接続・切断 

 

 本項では、リーダ・ライタの接続・切断方法について説明します。 

 

3.2.1. 接続 

 

(1) メニューの[File] – [Connect...]を選択し、[Interface setting]画面を表示します。 

 

 

 

 

(2) 接続されているリーダ・ライタのファミリとインターフェースを選択し、[OK]ボタンを押下します。 

※通信速度(Speed)や IP アドレス(IP)、Port 番号(Port)は、リーダ・ライタに設定されているものと同じにしてくだ

さい。 

※[Timeout(ms)]テキストボックスには、各コマンドの受信タイムアウト時間(ms)を入力してください。受信タイム

アウト時間が短すぎると、正しく動作しなくなる恐れがあります。 

 

 

 

 

図 3-2 

図 3-3 
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(3) 接続が成功した場合、ステータスバーに以下のように表示されます。 

※USB で接続した場合 

 

 

 

(4) 接続が失敗した場合、または接続できたが通信が確立できなかった場合は、メッセージボックス表示後、

起動時の画面に戻りますので、改めて設定を行ってください。 

 

追記 

  自律動作モードで動作しているリーダ・ライタに接続するときは、、下のチェックボックスにチェックをしてから[OK] 

ボタンを押下します。すると、自動的にホストモードに変更してから接続します。 

f family の場合は □ W2 model 

CB family の場合は □ auto model 

注意：自律動作モードにするときはリーダ・ライタの電源を入れ直します。 

  

図 3-4 
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3.2.2. 切断 

 

(1) メニューの[File] – [Disconnect]を選択します。 

 

 

 

 

(2) 切断が成功した場合、ステータスバーに以下のように表示されます。 

 

 

 

 

  

図 3-5 

図 3-6 
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3.3. タグのテストを行う 

 本項では、本ソフトの書き込み・読み取りテスト、書き込みデータインポートテスト、タグ ID 取得テストの使用方法

について説明します。メイン画面の各テストで使用する項目について以下に示します。 

※メイン画面の各テストでは、タグ単数を認識する環境であることを前提としています。 

  もし複数のタグがある場合は想定外のタグを読取ったり、想定外のタグに書込んだりすることがありますので 

  ご注意ください。 

 

 

① テスト結果を表示します 

 No. : テスト番号を表示します。  

 Time : テストを開始した時間を表示します。表示形式は「HH:MM:SS:sss」です。 

 ID : Read Type C Tag ID コマンドによって得た、対象タグの ID を表示します。 

(ID の長さが 0 のタグは「NULL」と表示します。) 

  Read Type C Tag ID コマンドが失敗した場合は、空欄になります。 

  失敗の原因が、LBT エラーのときは「LBT」と表示され、Mode：Select のときは、 

  その行の背景が■で表示されます。 

 Data : 書き込むデータを表示します。 

 Confirm： 書込んだ後、再度読取ってそのデータを表示します。 

 Unlock： ロック解除が成功した際は「OK」、失敗した際は「NG」を表示します。 

① 

② ⑥ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 

⑫ 

⑭ 

③ 
④ 

⑬ 

⑤ 

図 3-7 

⑮
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5 

⑯

1

6 

⑰

6 
⑱

1

8 
⑲ 

⑳ 

❶ 
❷ 

❸ ❺ 

❹ 
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  実施しなかった際は「－」を表示します。 

 Pass： アクセスパスワードの変更が成功した際は「OK」、失敗した際は「NG」を表示します。 

  実施しなかった際は「－」を表示します。 

 Lock： Next pass でロックが成功した際は「OK」、失敗した際は「NG」を表示します。 

  実施しなかった際は「－」を表示します。 

 Write : 書き込みが成功した際は「OK」、失敗した際は「NG」を表示します。 

  実施しなかった際は「－」を表示します。 

 Read : 読み取りが成功した際は「OK」、失敗した際は「NG」を表示します。 

  実施しなかった際は「－」を表示します。 

 Verify : 書き込んだデータと読み込んだデータが一致した際は「OK」、一致しない場合は「NG」 

を表示します。実施しなかった際は「－」を表示します。 

※テスト内容により、ID が空欄、または Verify が「NG」か「－」の場合は色分けされ、その行の背景が■で表示

されます。 

※Read tag ID：Single、Bank of memory：EPC など特定の条件のときのみ、複数のタグを認識すると 

ID 欄に認識したタグ数（例 2 つ認識したときは "( 2 )"）を表示します。Mode：Select のときは、その行の背

景が■で表示され、それ以外のときは、NG となり■で表示します。 

例 Select のとき 
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例 Write/Read のとき 

 

 

② テスト結果の合計数及び成功率を表示します。 

 Select : タグ ID の取得結果 

 Unlock： ロック解除結果 

 Pass： アクセスパスワードの変更結果 

 Lock： Next pass でのロック結果 

 Write : データの書き込み結果 

 Read : データの読み取り結果 

 Verify : 書き込み、読み込みデータの整合結果 

③  [RW settings]画面で[Scan channel]にチェックを入れ、Read tag ID で[Multiple]を選択した場合に、

現在使用している周波数チャネルが表示されます。 

④ チェックを入れることで、各テストの成功時に音を鳴らします。起動時はチェックされていません。テスト中は、設

定を変更できません。読取りが速いと音の再生が間に合わないことがあります。そのときは Interval 値を大きくし

てお試しください。 

⑤ チェックを入れることで、各テストの成功時にリーダ・ライタ内蔵のブザー音を鳴らします。起動時はチェックされて

いません。テスト中は、設定を変更できません。 

※ブザーを内蔵しているリーダ・ライタにおいて、有効になります。 

⑥ チェックを入れることで、各テスト実行時、成功時の LED 制御を行います。起動時はチェックされていません。テ
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スト中は、設定を変更できません。f ファミリの場合、筐体の種類によって、2LED か 3LED が選択できます。LED

の表示仕様については、「4.3.筐体入りリーダ・ライタ製品の LED 表示」をご参照ください。 

⑦ タグ ID 取得を行うコマンドを選択します。[Single]を選択した場合は、「Read Type C Tag ID Single」コマ

ンドを実行し、[Multiple]を選択した場合は、「Read Type C Tag ID Multiple」コマンドを実行します。起

動時は、[Single]が選択されています。テスト中は、設定を変更できません。 

⑧ テストの種類を[Write / Read](書き込み・読み取りテスト)、[W / R from data](書き込みデータインポート

テスト)、[Select](タグ ID 取得テスト)から選択します。起動時は、[Select]が選択されています。テスト中は、

設定を変更できません。 

⑨ Mode で[Write / Read]を選択したとき、書込むデータのバイト数を設定します。テスト中は、設定を変更で

きません。 

⑩ テストの種類を[Write / Read]または、[W / R from data]に選択した場合、テストの対象エリアを[EPC]、

[User]から選択します。テスト中は、設定を変更できません。 

⑪ PC 値もエンコードするかどうかを選択します。Mode で[Write / Read] を選択しているときは、PC 値のトグ

ルビットと AFI を設定します。テスト中は、設定を変更できません。 

⑫ 現在のテストタイミングを表示します。起動時は、[Auto]が設定されています。 

⑬ 現在設定されているアンテナ番号を表示しています。また変更することもできます。 

テスト中は、設定を変更できません。アンテナ切替に対応していない機器のときは無効となります。 

⑭ テストの回数を指定します。数値は 0 – 99999 まで入力可能です。0 を指定した場合は、テスト回数は 32 ビ

ット整数上限までとなります。テスト中は、設定を変更できません。 

※空欄の場合は 0 を指定した場合と同様となります。 

⑮ テストのインターバル時間を指定します。単位は ms です。数値は 0 – 99999 まで入力可能です。空欄の場合

は 0ms となります。コマンドの送信からレスポンスの受信までの時間より短いインターバル時間を指定した場合、

最短の時間でテストを行います。テスト中は、設定を変更できません。 

⑯ 最大リトライ回数を指定します。Select/Write/Read/Lock などの各動作が失敗したときにリトライします。

0 を指定したときはリトライをしません。テスト中は、設定を変更できません。 

⑰ タグのアクセスパスワードを指定します。起動時は、[00000000]が指定されています。テスト中は、設定を変更

できません。[00000000]以外のときは[********]のように隠れます。 

⑱ エンコード時、データを書換える前に ロック解除/アクセスパスワード変更/ロック も行うときはチェックをします。チ

ェックを入れると変更するアクセスパスワード設定欄が有効になります。起動時は、[00000000]が指定されてい

ます。テスト中は、設定を変更できません。[00000000]以外のときは[********]のように隠れますが[Visible]に

チェックを入れると見えるようになります。 

⑲ エンコード時、データの書換えに失敗したら、その後のリトライは TID 指定で行うときにチェックをします。 

⑳ チェックを外すことで、書き込み系テストのNGの際に同じテストを繰り返します。起動時はチェックされており、書

き込み系テスト NG の際は次のテストに進みます。テスト中は、設定を変更できません。 

❶  テストの種類を[Write / Read]または、[W / R from data]に選択した場合、Write 関数内でベリファイを 

するかどうかを選択します。起動時は 2（ベリファイ 2）が設定されています。テスト中は、設定を変更できません。 

どれを選択しても、Write が成功した後には、Read してベリファイを行います。 
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1（ベリファイ 1） 

  RFID タグからの応答の成否にかかわらず、指定したデータが正しく書きこまれているかを照合します。 

  照合の結果、書き込みデータと一致していたら成功、一致しなかった場合は失敗となります。 

2（ベリファイ 2）  ※f ファミリのみで使用できます。 

  RFID タグからの応答が成功した場合のみ、指定したデータが正しく書きこまれているかを照合します。 

  照合の結果、書き込みデータと一致していたら成功、一致しなかった場合は失敗となります。 

  一方、RFID タグからの応答が失敗した場合は失敗となります。 

None（ベリファイ無し） 

  RFID タグからの応答が成功した場合は成功、失敗した場合は失敗となります。照合を行いません。 

❷  テストの種類を[Write / Read]または、[W / R from data]に選択した場合、Write 時に受信タイミングを 

    変更するかどうかを選択します。※f ファミリ または CB ファミリ SP モデル で使用できます。 

    起動時はチェックされていません。テスト中は、設定を変更できません。 

    通常はチェックを外してご使用ください。Alien 製 Higgs3 などで、タグからの応答時間のばらつきにより 

    書き込みが成功しない場合に使用します。 

❸  CB ファミリ SU/AR モデルのときに、リーダ・ライタが取得/使用するタグ ID 種別を設定します。[TID]を選択した 

    場合は、リーダ・ライタが取得/使用するタグ ID 長を設定します。 

❹  テストを開始/中止します。テスト中は、表示が[STOP]になります。 

❺  読取ったタグ ID の PC 値（長さ、UMI、XPC、TGL、AFI）も表示します。 

 

 メイン画面のメニューのうち、テストで使用する項目について以下に示します。 

※書き込み・読み取りテスト、書き込みデータインポートテスト、タグ ID 取得テストで反映されます。 

 

 

 

① ユーザが指定した時間毎にテストを行います。インターバル時間は、１～99999(mｓ)まで指定可能です。コマ

ンドの送信からレスポンスの受信までの時間より短いインターバル時間を指定した場合、最短の時間でテストを

行います。起動時は、チェックされています。 

② キーボードの F2 キーを押下したときにテストを行います。 

③ リーダ・ライタの IO ポート番号 12 が OFF（Low）から ON（High）になったときにテストを行います。 

※CB ファミリのときのみ有効です。 

  IO ポート番号 12 がセンサー入力になっているリーダ・ライタをお使いください。 

  

図 3-8 

① 
② 
③ 



                                       

IC タグライタ取扱説明書 

14 

 

 

3.3.1. タグ ID 取得テスト(Select) 

 タグの ID 取得を行います。 

 

3.3.1.1. テストのタイミングが自動の場合(Auto) 

 

 テスト開始 

(1) Read tag ID コンボボックスから[Single]または[Multiple]を選択し

ます。 

(2) Mode コンボボックスより、[Select]を選択します。 

(3) 必要に応じアンテナ番号を設定します。 

(4) テスト回数を入力します。 

(5) インターバル時間を入力します。 

(6) 必要に応じリトライ回数を設定します。 

(7) [START]ボタンを押下すると、テストを開始します。 

 

※メニューの[Examination] – [Select]からでもテストを開始できます。 

 テストを開始するとメイン画面は以下のようになります。 

 

① タグ ID の取得に失敗すると背景が■になります。（LBT エラーのときは■、

複数のタグを認識したときは■） 

Data から右の項目は表示されません。 

② タグ ID の取得の成功・失敗回数、成功率が表示されます。 

③ テスト中、画面上の各項目は変更できません。 

  

図 3-9 



                                       

IC タグライタ取扱説明書 

15 

 

 

 

 

 テスト終了 

(1) [STOP]ボタンを押下するか、テスト回数に達すると終了します。 

 

  

① 

② 

③ 

図 3-10 
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3.3.1.2. テストのタイミングが手動の場合(Manual) 

 

 テスト開始 

 

(1) メニューの[setting]-[Trigger]-[Manual（F2 key or IO3）]を選択

します。 

(2) Read Tag ID コンボボックスから[Single]または[Multiple]を 

選択します。 

(3) Mode コンボボックスより、[Select]を選択します。 

(4) 必要に応じアンテナ番号を設定します。 

(5) テスト回数を入力します。 

(6) 必要に応じリトライ回数を設定します。 

(7) [START]ボタンを押下し、キーボードの F2 キーを押したとき or IO3 が

OFF⇒ON になったときにテストを行います。 

 

※メニューの[Examination] – [Select]からでもテストを開始できます。 

 

 

 テストを開始するとメイン画面は以下のようになります。 

① タグ IDの取得に失敗すると背景が■になります。（LBTエラーのときは■、複

数のタグを認識したときは■） 

Data から右の項目は表示されません。 

② タグ ID の取得の成功・失敗回数、成功率が表示されます。 

③ テスト中、画面上の各項目は変更できません。 

 

  

図 3-11 
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 テスト終了 

(1) [STOP]ボタンを押下するか、テスト回数に達すると終了します。 

  

① 

② 

③ 

図 3-12 
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3.3.2. 書き込み・読み取りテスト(Write / Read) 

 1 つのタグに対してタグ ID の取得、データの書き込み・読み取りを行い、さらにそれらの整合性をチェックします。書き

込み・読み取りを行うメモリバンク、書き込みデータを以下に示します。 

 

 メモリバンク ： EPC Bank : 2～32byte(address : 0x0002 以降) 

User Bank :  2～32byte(address : 0x0000 以降) 

 書き込みデータ ： 「1」から 1 回のテスト毎にインクリメントしたデータ 

 

 EPC に書込む場合、PC 値の先頭 5bit の "EPC Length" はデータ長から判断して自動的に変更されます。 

    PC （Protocol Control） 16bit 

              5bit          1bit    1bit      1bit              8bit 

 

 

 Encode PC too にチェックをしていないときは、"Toggle（1bit）" と "RFU/AFI（8bit）" には 0 を書きます。 

 Encode PC too にチェックをしているときは、設定された "Toggle（1bit）" と "RFU/AFI（8bit）" を書き込み 

 ます。 

 また、UMI と XPC の 2bit は RF タグが自動的に設定するため指定できませんので、その 2bit は 

 整合性チェック時の対象から外します。 

 エンコードに関しては「UHF 帯タグエンコードガイド」もあわせてご確認ください。 

 

  

Length UMI XPC Toggle RFU/AFI 
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エンコード時のシーケンスは以下の通りです。 

１．タグを Select(Read)します。 

   成功したら２へ。（Do Unlock⇒ChangePass⇒Lock がチェックされていなかったら５へ。） 

   エラーのときは Unlock、Pass、Lock、Write、Read、Verify 全てを「－」にして終了。 

２．Current pass を使ってタグのロックを解除します。 

   Area が EPC に設定されている場合は、アクセスパスワードの Read/Write と EPC の Write を解除し、 

   User に設定されている場合は、アクセスパスワードの Read/Write と User の Write を解除します。 

   成功したら Unlock を「OK」にして３へ。  

   エラーのときは既に解除されているかどうかを調べて、解除されていたら Unlock を「OK」にして３へ。 

   解除されていなかったら Unlock を「NG」にして、Pass 以降を「－」にして終了。 

３．アクセスパスワードを Next pass に変更します。 

   成功したら Pass を「OK」にして４へ。 エラーのときは Pass を「NG」にして、Lock 以降を「－」にして終了。 

   ※ Current pass と Next pass が同じ設定値のときはアクセスパスワードを変更しないで 

      Pass を「OK」にして４へ。 

４．Next pass を使ってタグのロックをします。 

   Area が EPC に設定されている場合は、アクセスパスワードの Read/Write と EPC の Write をロックし、 

   User に設定されている場合は、アクセスパスワードの Read/Write と User の Write をロックします。 

   成功したら Lock を「OK」にして５へ。 エラーのときは Lock を「NG」にして、Write 以降を「－」にして終了。 

   ※ Next pass が 0x00000000 のときはロックをしないで Lock を「－」にして５へ。 

５．タグに Write します。 

   成功したら Write「OK」にして６へ。エラーのときは Write「NG」にして６へ。 

   （Write がエラーでも Read を行いますが、Verify は「OK」になりません） 

６．５で Write したのが EPC のときは、再度タグを Select(Read)します。 

７．５で Write した領域を Read します。 

   成功したら Read「OK」にします。もし５で Write が成功していたら８へ、一方 エラーだったら Verify「－」に 

   して終了。エラーのときは Read「NG」、Verify「－」にして終了。 

８．５で Write したデータと４で Read したデータを比較します。 

   同じだったら Verify「OK」にして終了。異なっていたら Verify「NG」にして終了。 
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3.3.2.1. テストのタイミングが自動の場合(Auto) 

 

 テスト開始 

(1) Read Tag ID コンボボックスから[Single]または[Multiple]を 

選択します。 

(2) Mode コンボボックスより、[Write / Read]を選択します。 

(3) ライトするデータのバイトサイズを選択します。 

(4) Area コンボボックスより、エリアを選択します。 

(5) PC 値のトグルビットと AFI もエンコードするかどうかを設定します。 

(6) 必要に応じアンテナ番号を設定します。 

(7) テスト回数を入力します。 

(8) インターバル時間を入力します。 

(9) 必要に応じリトライ回数を設定します。 

(10) エンコードするタグのアクセスパスワードを入力します。 

(11) ロック解除/パスワード変更/ロックが必要なときは変更するパスワード

を入力します。 

(12) エンコードデータの書込みに失敗したとき、その後のリトライを TID 指定

で行うときは[Use TID After Write Error]にチェックをします。 

(13) テストが成功するまで同じテストを繰り返す場合は 

[Forcibly execute next test]のチェックを外します。 

(14) Write 時にベリファイをするかどうかを選択します。 

(15) [START]ボタンを押下すると、テストを開始します。 

※メニューの[Examination] – [Write / Read]からでもテストを 

開始できます。 

 

 テストを開始するとメイン画面は以下のようになります 

① タグ ID の取得、または整合性のチェック(Verify)が「NG」または「－」になると背景が■になります。 

また、[Forcibly execute next test]にチェックを入れていない場合は、整合性のチェックが「OK」となるまで、

次のテスト(一行下)まで遷移しません。そのため、[No.]に表示されている回数と②に表示される OK と NG の

合計数が異なります。 

② タグ ID の取得、ロック解除、パスワード変更、ロック、データの書き込み、読み取り、整合性のチェックの成功・失

敗回数、成功率が表示されます。 

③ テスト中、画面上の各項目は変更できません。 

  

図 3-13 
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 テスト終了 

(1) [STOP]ボタンを押下するか、テスト回数に達すると終了します。 

 

 

  

① 

② 

③ 

図 3-14 
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3.3.2.2. テストのタイミングが手動の場合(Manual) 

 

 テスト開始 

(1) メニューの[setting]-[Trigger]-[Manual（F2 key or IO3）]を選択

します。 

(2) Read Tag ID コンボボックスから[Single]または[Multiple] 

選択します。 

(3) Mode コンボボックスより、[Write / Read]を選択します。 

(4) ライトするデータのバイトサイズを選択します。 

(5) Area コンボボックスより、エリアを選択します。 

(6) PC 値のトグルビットと AFI もエンコードするかどうかを設定します。 

(7) 必要に応じアンテナ番号を設定します。 

(8) テスト回数を入力します。 

(9) 必要に応じリトライ回数を設定します。 

(10) エンコードするタグのアクセスパスワードを入力します。 

(11) ロック解除/パスワード変更/ロックが必要なときは変更するパスワード

を入力します。 

(12) エンコードデータの書込みに失敗したとき、その後のリトライを TID 指定

で行うときは[Use TID After Write Error]にチェックをします。 

(13) テストが成功するまで同じテストを繰り返す場合は 

[Forcibly execute next test]チェックを外します。 

(14) Write 時にベリファイをするかどうかを選択します。 

(15) [START]ボタンを押下し、キーボードの F2 キーを押したとき or IO3 が OFF⇒ON になったときにテストを行

います。 

 

※メニューの[Examination] – [Write / Read]からでもテストを開始できます。 

 

 テストを開始するとメイン画面は以下のようになります。 

① タグ ID の取得、または整合性のチェック(Verify)が「NG」または「－」になると背景が■になります。 

また、[Forcibly execute next test]にチェックを入れていない場合は、整合性のチェックが「OK」となるまで、

次のテスト(一行下)まで遷移しません。そのため、[No.]に表示されている回数と②に表示される OK と NG の

合計数が異なります。 

② タグ ID の取得、ロック解除、パスワード変更、ロック、データの書き込み、読み取り、整合性のチェックの成功・失

敗回数、成功率が表示されます。 

③ テスト中、画面上の各項目は変更できません。 

 

  

図 3-15 
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 テスト終了 

(1) [STOP]ボタンを押下するか、テスト回数に達すると終了します。 

 

 

  

② 

③ 

① 

図 3-16 
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3.3.3. 書き込みデータインポートテスト(W / R from data) 

 1 つのタグに対して ID の取得、インポートしたデータの書き込み・読み取りを行い、さらにそれらの整合性をチェックし

ます。テスト回数は、インポートしたデータの内容によりますが、最大 1000 回まで可能です。 

 

 メモリバンク ： EPC Bank : 2byte - 30byte(address : 0x0002、2byte 単位) 

User Bank :  2byte - 30byte(address : 0x0000、2byte 単位) 

 書き込みデータ ： 仕様に沿った形式で保存されたテキストデータ （注１） 

 

（注１） 

◇Encode PC too にチェックをすると PC 値もエンコードすることができます。このときのテキストデータは 

  3000,000000000000000000000001 

のように PC 値と ID の間に "," （カンマ） を入れます。PC 値と ID は共に 16 進数です。 

PC 値は 4 桁。ID は 2 バイト単位（4 の倍数桁）です。ID の桁数が 4 の倍数でない場合は先頭に 0 が付加され 

て 4 の倍数桁にされます。 

テキストデータ内の PC 値の先頭 5bit の "EPC Length" と ID の長さが一致していなくても、PC 値には 

指定された PC 値を、EPC データエリアには指定された ID をそのままエンコードします。 

PC 値の UMI と XPC の 2bit は RF タグが自動的に設定するため何を指定しても反映されませんので、その 2bit は 

整合性チェック時の対象から外します。 

    PC （Protocol Control） 16bit 

              5bit          1bit    1bit      1bit              8bit 

 

 

 

◇Encode PC too にチェックをしないときのテキストデータは 

  000000000000000000000001 

のように ID のみにします。 

ID は 2 バイト単位（4 の倍数桁）です。ID の桁数が 4 の倍数でない場合は先頭に 0 が付加され 

て 4 の倍数桁にされます。 

ID の長さより PC 値の先頭 5bit の "EPC Length" を自動的に調整します。また、Toggle と RFU/AFI には 0 を

書きます。 

 

※エンコード時のシーケンスは「書き込み・読み取りテスト(Write / Read)」と同じですので、そちらをご覧ください。 

※設定可能 EPC 長は、書込対象のタグにより異なりますので、タグの仕様をご確認の上、エンコードファイルをご準

備下さい。また、エンコードに関しては「UHF 帯タグエンコードガイド」もあわせてご確認ください。 

 

  

Length UMI XPC Toggle RFU/AFI 
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3.3.3.1. テストのタイミングが自動の場合(Auto) 

 

 テスト開始 

(1) Read Tag ID コンボボックスから[Single]または[Multiple]を 

選択します。 

(2) Mode コンボボックスより、[W / R from data]を選択します。 

(3) Area コンボボックスより、エリアを選択します。 

(4) PC 値もエンコードするかどうかを設定します。 

(5) 必要に応じアンテナ番号を設定します。 

(6) インターバル時間を入力します。 

(7) 必要に応じリトライ回数を設定します。 

(8) エンコードするタグのアクセスパスワードを入力します。 

(9) ロック解除/パスワード変更/ロックが必要なときは変更するパスワード

を入力します。 

(10) エンコードデータの書込みに失敗したとき、その後のリトライを TID 指定

で行うときは[Use TID After Write Error]にチェックをします。 

(11) テストが成功するまで同じテストを繰り返す場合は 

[Forcibly execute next test]チェックを外します。 

(12) Write 時にベリファイをするかどうかを選択します。 

(13) [START]ボタンを押下し、正しくデータがインポートされると、 

テストを開始します。 

※メニューの[Examination] – [W / R from data...]からでもテストを 

開始できます。 

 

  

図 3-17 
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 テストを開始するとメイン画面は以下のようになります。 

① Data の部分には、インポートしたデータが表示されます。タグ ID の取得、または整合性のチェック(Verify)が

「NG」または「－」になると背景が■になります。 

また、[Forcibly execute next test]にチェックを入れていない場合は、整合性のチェックが「OK」となるまで、

次のテスト(一行下)まで遷移しません。そのため、[No.]に表示されている回数と②に表示される OK と NG の

合計数が異なります。 

② タグ ID の取得、ロック解除、パスワード変更、ロック、データの書き込み、読み取り、整合性のチェックの成功・失

敗回数、成功率が表示されます。 

③ テスト中、画面上の各項目は変更できません。 

 

 

 

 

 テスト終了 

(1) [STOP]ボタンを押下するか、テスト回数に達すると終了します。 

 

  

① 

② 

③ 

図 3-18 
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3.3.3.2. テストのタイミングが手動の場合(Manual) 

 

 テスト開始 

(1) メニューの[setting]-[Trigger]-[Manual（F2 key or IO3）]を選択

します。 

(2) Read Tag ID コンボボックスから[Single]または[Multiple]を 

選択します。 

(3) Mode コンボボックスより、[W / R from data]を選択します。 

(4) Area コンボボックスより、エリアを選択します。 

(5) PC 値もエンコードするかどうかを設定します。 

(6) 必要に応じアンテナ番号を設定します。 

(7) 必要に応じリトライ回数を設定します。 

(8) エンコードするタグのアクセスパスワードを入力します。 

(9) ロック解除/パスワード変更/ロックが必要なときは変更するパスワードを

入力します。 

(10) エンコードデータの書込みに失敗したとき、その後のリトライを TID 指定

で行うときは[Use TID After Write Error]にチェックをします。 

(11) テストが成功するまで同じテストを繰り返す場合は 

[Forcibly execute next test]チェックを外します。 

(12) Write 時にベリファイをするかどうかを選択します。 

(13) [START]ボタンを押下し、正しくデータがインポートされた後、 

キーボードの F2 キーを押したとき or IO3 が OFF⇒ON になった 

ときにテストを行います。 

 

※メニューの[Examination] – [W / R from data...]からでもテストを開始できます。 

 

 テストを開始するとメイン画面は以下のようになります。 

① Data の部分には、インポートしたデータが表示されます。タグ ID の取得、または整合性のチェック(Verify)が

「NG」または「－」になると背景が■になります。 

また、[Forcibly execute next test]にチェックを入れていない場合は、整合性のチェックが「OK」となるまで、

次のテスト(一行下)まで遷移しません。そのため、[No.]に表示されている回数と②に表示される OK と NG の

合計数が異なります。 

② タグ ID の取得、ロック解除、パスワード変更、ロック、データの書き込み、読み取り、整合性のチェックの成功・失

敗回数、成功率が表示されます。 

③ テスト中、画面上の各項目は変更できません。 

 

  

図 3-19 
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 テスト終了 

(1) [STOP]ボタンを押下するか、テスト回数に達すると終了します。 

 

  

① 

② 

③ 

図 3-20 
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3.3.4. アイコン表示 

Mode コンボボックスで [W / R from data] を選択したときは下の状態をアイコンで表示します。 

◆ 「タグをかざしてください（ボタンを押してください）」 

 

 

◆ 「エンコード中です」 

 

 

◆ 「エンコードが成功しました」「タグを取り除いてください」 

 

◆ 「エンコードが失敗しました」「タグを取り除いてください」 

 

 

※ タグを取り除くまで次へ進みません。 
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3.3.5. PC 値の表示 

下図の［Display PC (Protocol Control)］にチェックを入れて実行すると、エンコード前の PC 値とエンコード後の 

PC 値も表示することができます。また各 PC 値の詳細（LEN/UMI/XPC/TGL/AFI）も表示されます。 
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3.3.6. テスト結果の出力 

下の２通りの方法があります。 

 

１．エンコード時に随時出力 

  Mode コンボボックスが、[Write/Read] または [W / R from data] のとき、[START] ボタンを押下すると 

  [名前を付けて保存] ダイアログが表示されますのでログファイル（CSV 形式）を選択します。 

  （選択したファイルが既存のファイルであるときは、そのファイルの最後尾にログが追記されます。） 

  もし、[キャンセル] を押下するとログを残しません。 

  [保存] または [キャンセル] を押下すると [START] ボタンが [STOP] ボタンに変わってエンコードが始まります。 

 

  エンコードがベリファイまで正常に完了したものだけ残します。 

  ログ内容は、(1) No．、(2) Time、(3) OrgPC、(4) OrgData、(5) Locked、(6) NewPC、(7) NewData、

(8) Lock、(9) Change pass です。 

  (5) Current pass が 00000000 だったら「×」、それ以外のときは「○」。 

     （Do Unlock⇒ChangePass⇒Lock がチェックされていなかったら「－」。） 

  (8) Next pass が 00000000 だったら「×」、それ以外のときは「○」。 

     （Do Unlock⇒ChangePass⇒Lock がチェックされていなかったら「－」。） 

  (9) Current pass と Next pass が異なっていたら「×」、同じときは「○」。 

     （Do Unlock⇒ChangePass⇒Lock がチェックされていなかったら「－」。） 
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２．一括出力 

メイン画面のリストに表示されている内容を出力します。 

エンコードなどをしていない状態（メイン画面右下のボタンが [START] になっている状態）で行います。 

テスト結果が１件以上存在する状態で、メニューの[File] - [Output results...]を選択すると、[名前を付けて保存]

画面が表示されます。テスト結果の出力先を選択し、ファイル名を入力し、[保存]を押下することでテスト結果が

CSV 形式で出力されます。 

 

 

 

  

図 3-21 
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3.4. タグの ID を取得する 

 本項では、本ソフトの[Get ID]画面と[In/Out Event]画面によるタグ ID 取得方法について説明します。[Get 

ID]画面では、複数枚のタグ ID の取得や、ループ回数の指定、指定時間間隔でタグの認識状況の変化情報を記

載したＬＯＧファイルの生成などができます。[In/Out Event]画面では、アンテナ毎のタグ情報の表示やタグの認識

状況の変化時にファイルを生成することなどができます。 

 

3.4.1. [Get ID]画面の表示 

(1) メニューの[Option] – [Get ID...]を選択します。 

(2) [Get ID]画面が表示されます。各項目について以下に示します。 

 

 

 

① 読み取ったタグ ID を表示します。 

② ④で[Count up] [Base on List]を選択した時は、[START]押下後から読み取ったタグの総枚数を、

[In/Out Log] を選択した時は、IN しているタグの枚数を、[Each time]を選択した時は、現在読取っている

タグの枚数を表示します。右下にタグ取得に要した時間を表示します。 

③ 検出したタグの情報を表示します。④で[Count up]を選択した場合、取得したタグ ID を赤色で表示します。 

 No. : 1 からの連番を表示します。 

 Ant : 読み取ったアンテナ番号を表示します。 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 
⑨ 

⑪ 

図 3-22 
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 ID : 検出したタグ ID を表示します。 

(タグ ID の長さが 0 のタグでは「NULL」を表示します) 

 Count : 同じタグ ID が検出された回数を表示します。 

 IN : ④で[In/Out Log]を選択した時に、タグをかざされたと判断して Log ファイルに保存すると 

  "1" になります。 

 RSSI : タグの電波受信強度を表示します(対応機種のみ)。 

④ ②及び③の表示方法を選択します。 

 Count up : ②には[START]押下後から読み取ったタグの総枚数を表示し、③にはその情 

報を表示します。 

 Each time : ②には、現在読取っているタグの枚数を表示し、③にはその情報を 

表示します。タグが検出できなかった場合、③の内容はクリアされます。 

 In/Out Log : 指定時間間隔でタグの認識状況の変化情報を記載したＬＯＧファイルを 

   生成します。 

   アンテナごとにタグを認識すると Count が増え、認識しないと減って行きます。 

   Count が⑨の In で設定した回数に達すると、Count を Out に変更し、 

   LOG ファイルにデータを保存します。また、Count が減って行き 0 になった 

   ときも LOG ファイルにデータを保存します。 

   LOG ファイルは❶で設定したフォルダに生成されます。 

 Base on List : 事前に設定しておいたタグのリストを元にタグ ID を取得します。 

   リスト内のタグを何枚取得したのか、リスト外のタグを何枚取得したかを②に 

   表示します。 

   例：リスト内の枚数が 10 枚、読取ったタグ数が 7 枚でその内リスト内にある 

      タグが 5 枚でリスト外のタグが 2 枚のときは 2+5/10 と表示されます。 

   アンテナ番号で区別しないで、タグ ID だけで判断します。 

※タグ ID 取得中は、設定を変更できません。 

※Each time では、⑤の Multiple/MultipleNomerge は使用できません。 

In/Out Log では、⑤の Multiple/Notify/MultipleNomerge は使用できません。 

⑤ タグ ID 取得を行うコマンドを選択します。 

 Single :   RF タグの ID を 1 回取得します。 

 Multiple :   RF タグの ID を指定回数分連続して取得します。 

 Notify :    CB ファミリの「タグ移動時通知」コマンドを実行します。 

 MultipleNomerge ： CB ファミリ「タグ ID 取得（マージなし用）」コマンドを実行します。 

CB ファミリ AR モデルでは下のコマンドも選択できます。 

 EPC+TID : RF タグの EPC と TID（12byte）を同時に取得します。 

 EPC+USER : RF タグの EPC と USER（12byte）を同時に取得します。 

 SinglePhase : RF タグの EPC と Phase を同時に取得します。 

※起動時は、[Single]が選択されています。タグ ID 取得中は、設定を変更できません。 
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※「タグ移動時通知」コマンドや「タグ ID 取得（マージなし用）」に対応していないリーダ・ライタを接続している時は、

これらが表示されません。 

⑥ 切り替えるアンテナを指定します。 

※アンテナ切替器を使用するリーダ・ライタにおいて、有効になります。 

⑦ テストの回数を指定します。数値は 0 – 99999 まで入力可能です。 

※タグ ID 取得中は、値を変更できません。 

※⑤で[Notify]を選択した場合は、無効になります。 

※0 を指定した場合は、回数は無制限(32 ビット整数上限まで)となります。 

※⑤で[Multiple]を選択した場合は、0 または 65535 より大きい数値を指定しても、65535 までとなります。 

⑧ タグ ID 取得間隔を設定します。⑤で [Notify]を選択したときは最大 350msec までです。 

⑨ ④で[In/Out Log] を選択したときに有効となります。 

タグ ID がかざされたり外されたりしたと判断するための回数を設定します。In≦Out であること。 

Count が In に達したら IN したとし、Count を Out に変更します。 

また Count が減って行き 0 になったら OUT したとします。 

⑩ タグ ID 取得開始時のトリガーを選択します。 

Auto：[START]押下後から開始します。 

Manual（F2 key）：キーボードの F2 キーを押下したときに開始します。 

Manual（IO12）：リーダ・ライタの IOポート番号 12 が OFF（Low）から ON（High）になったときに開始します。 

※⑤で [Notify] を選択したときは無効です。 

※CB ファミリのときのみ有効です。 

  IO ポート番号 12 がセンサー入力になっているリーダ・ライタをお使いください。 

⑪ 取得するタグ ID 種別を設定します。 

[TID]を選択した場合は、取得するタグ ID 長を設定します。 

※CB ファミリ SU/AR モデルのときのみ有効です。⑤で[Single]を選択した時のみ有効です。 

  [TID]を選択したときは、一旦 EPC を読んだ後にその EPC を使って TID を読むため、読んだタグ数が多いと 

  遅くなります。 

⑫ チェックを入れると、「タグ ID 取得 --- 多数タグ用」 コマンドを実行します。起動時はチェックされていません。 

複数枚（15 個以上）のタグを読む場合に使用します。 

⑬ チェックを入れると、タグからの受信電波強度を表示します(対応機種のみ)。起動時はチェックされていません。 

f ファミリの場合、setting 画面でリーダ・ライタが取得/使用するタグ ID 種別を「TID」に設定してある場合でも、

表示されるのは「EPC」となります。 

※⑤で[Single]を選択した時のみ有効です。 

※タグ ID 取得中は、変更できません。 

⑭ チェックを入れると、タグ ID 取得成功時に音を鳴らします。起動時はチェックされていません。 

⑮ チェックを入れると、タグ ID 取得成功時にリーダ・ライタ内蔵のブザー音を鳴らします。 

起動時はチェックされていません。 

※ブザーを内蔵しているリーダ・ライタにおいて、有効になります。 
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⑯ チェックを入れると、タグ ID 取得時と成功時の LED 制御を行います。起動時はチェックされていません。f ファミリ

の場合、筐体の種類によって、2LED か 3LED が選択できます。LED の表示仕様については、「4.2.筐体入りリ

ーダ・ライタ製品の LED 表示」をご参照ください。 

⑰ チェックを入れると PC 値も表示することができます。⑫で TID を選択しているときと⑭がチェックされているときは

使えません。 

⑱ ⑤で [Notify]を選択したときに有効です。タグ移動時通知時のチャタリング防止回数を設定します。 

1～9 の値を設定します。⑨の Interval で読取り、In で設定した回数読めたらタグをかざされたとします。（読め

なかったら回数を-1 します。）その後、Out で設定した回数連続で読めなかったらタグが外されたとします。 

※CB ファミリのときのみ有効です。 

※ファームウェアのバージョンが下のとおりでないと正しく動かない場合があります。 

  SU モデル：su0300/su0210.300 以上 

  SP モデル：URWUP32J2_03.09.00 以上 

⑲ チェックを入れるとRFタグ IDをASCII キャラクタで表示します。ASCII で表示できないコードは”.”で表示します。 

一方、チェックを入れないと HEX で表示します。 

⑳ ④で[Base on List] を選択したときに有効となります。 

[Open]でタグリストを選択します。[Save]で現在③に表示されているものをリストとして保存します。 

[Clear]で現在選択されているリストを無効にします。 

❶ ④で[In/Out Log] を選択したときに有効となります。 

LOG ログファイルを生成するフォルダを設定します。 

このフォルダに "LOG_年月日_時分秒.csv" を生成します。 

例：LOG_20171219_102925.csv 

そのファイルには、下の例のように 年月日,時分秒,ミリ秒,アンテナ番号,タグ PC,タグ ID,IN/OUT,RSSI を 

書きます。 

例： 

2017/12/19,10:29:25,938,1,="3000",="323232323232323232323232",IN,-46 

2017/12/19,10:29:25,938,1,="3000",="343434343434343434343434",IN,-47 

2017/12/19,10:29:35,925,1,="3000",="343434343434343434343434",OUT 

（⑰がチェックされていないと タグ PC は ="" となります。） 

（RSSI を書込むのは、⑬がチェックされているときの IN のみです。） 

LOG ファイルを保存する時間間隔を設定します。全て 0 を設定すると LOG ログファイルを生成しません。 

❷  IO 入力通知（監視）を開始/中止します。IO 入力ポート 1～12 の状態を監視し、変化したときに再表示しま

す。LOW のときは L、HIGH のときは H で、最左側がポート 1、最右側がポート 12 です。 

    例：ポート 9～11 が HIGH のときは LLLL LLLL HHHL と表示されます。 

❸  タグ ID 取得を開始/中止します。タグ ID 取得中は、表示が[STOP]になります。 
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3.4.2. [Get ID]画面の操作 

 

(1) ④の表示パターンから、[Count up][Each time] [In/Out Log][Base on List]のどれかを 

選択します。 

(2) ⑤の ID 取得コマンドから、[Single][Multiple][Notify][MultipleNomerge]のどれかを選択します。 

(3) アンテナ切替を行う場合は、⑥からアンテナ番号を選択します。 

(4) ⑦のテスト回数に 0 – 99999 回のループ回数を入力します(⑤で[Notify]を選択した場合は入力不要で

す。また⑤で[Multiple]を選択した場合は 10 回まで設定できます。) 

(5) ⑧に ID 取得間隔を設定します。 

(6) タグからの受信電波強度を表示する場合は、⑬にチェックを入れます。 

※CB ファミリ SU/AR モデル以外では、⑬にチェックを入れた場合、表示されるのは常に「EPC」になります。 

(7) タグ ID 取得成功時に音を鳴らす場合は、⑭にチェックを入れます。 

(8) 必要に応じてその他の設定も行います。 

(9) [START]ボタンを押すと、タグ ID の取得を開始します。 
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 タグ ID 取得中の画面を以下に示します。 

 

 

 

※「3.9 リーダ・ライタの設定を変更する」の「Query Command Parameters」の「Q」の値を変えることで一度

に取得できるタグの枚数が変化します。 

❷[STOP]ボタンを押下するか、ループ回数に達すると終了します。 

※⑤で[Notify]を選択した場合は、[STOP]ボタンでのみ終了します。 

 

  

図 3-23 
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3.4.3. [In/Out Event]画面の表示 

(1) メニューの[Option] – [In/Out Event...]を選択します。 

(2) [In/Out Event]画面が表示されます。各項目について以下に示します。 

 

 

 

① 各アンテナで読み取ったタグ ID を表示します。 

ID : 検出したタグ ID を表示します。 

(タグ ID の長さが 0 のタグでは「NULL」を表示します) 

Count : 同じタグ ID が検出された回数を表示します。 

IN : ④で[In/Out Event]を選択した時に、タグをかざされたと判断されると”1”になります。 

② ④で[Count up]を選択した時は、[START]押下後から読み取ったタグの総枚数を、[In/Out Event] を選

択した時は、IN しているタグの枚数を、[Each time]を選択した時は、現在読取っているタグの枚数を表示し

ます。 

③ 押下するとアンテナ 1～8 とアンテナ 9~16 の表示が交互に変わります。 

④ ①及び②の表示方法を選択します。 

 Count up : ②には[START]押下後から読み取ったタグの総枚数を表示し、①にはその情 

報を表示します。 

 Each time : ②には、現在読取っているタグの枚数を表示し、①にはその情報を 
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表示します。タグが検出できなかった場合、①の内容はクリアされます。 

 In/Out Event : タグの認識状況の変化時にファイルを生成します。 

   アンテナごとにタグを認識すると、Count が増え、認識しないと減って行きます。 

   Count が⑨の In で設定した回数に達すると、Count を Out に変更し、 

   IN ファイルが生成されます。また、Count が減って行き 0 になると OUT ファイルが 

   生成されます。 

   IN/OUT ファイルは⑰で設定したフォルダに生成されます。 

 

※タグ ID 取得中は、設定を変更できません。 

※Each time では、⑤の Multiple/MultipleNomerge は使用できません。 

In/Out Event では、⑤の Multiple/Notify/MultipleNomerge は使用できません。 

⑤ タグ ID 取得を行うコマンドを選択します。 

 Single :   「Read Type C Tag ID Single」コマンドを実行します。 

 Multiple :   「Read Type C Tag ID Multiple」コマンドを実行します。 

 Notify :    CB ファミリの「タグ移動時通知」コマンドを実行します。 

 MultipleNomerge ： CB ファミリ「タグ ID 取得（マージなし用）」コマンドを実行します。 

※起動時は、[Single]が選択されています。タグ ID 取得中は、設定を変更できません。 

※「タグ移動時通知」コマンドや「タグ ID 取得（マージなし用）」に対応していないリーダ・ライタを接続している時は、

これらが表示されません。 

⑥ 切り替えるアンテナを指定します。 

※アンテナ切替器を使用するリーダ・ライタにおいて、有効になります。 

⑦ テストの回数を指定します。数値は 0 – 99999 まで入力可能です。 

※タグ ID 取得中は、値を変更できません。 

※⑤で[Notify]を選択した場合は、無効になります。 

※0 を指定した場合は、回数は無制限(32 ビット整数上限まで)となります。 

※⑤で[Multiple]を選択した場合は、0 または 65535 より大きい数値を指定しても、65535 までとなります。 

⑧ タグ ID 取得間隔を設定します。 

⑨ In/Out Chattering は④で[In/Out Event] を選択したときに有効となります。 

タグ ID がかざされたり外されたりしたと判断するための回数を設定します。In≦Out であること。 

Count が In に達したら IN したとし、Count を Out に変更します。 

また Count が減って行き 0 になったら OUT したとします。 

Notify Chattering は⑤で[Notify] を選択したときに有効となります。 

移動時通知時にタグ ID がかざされたり外されたりしたと判断するための回数を設定します。 

In で設定した回数読めたらかざされたとします。（読めなかったら回数を-1 します。） 

その後、Out で設定した回数連続で読めなかったら外されたとします。 

⑩ タグ ID 取得開始時のトリガーを選択します。 

Auto：[START]押下後から開始します。 
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Manual（F2 key）：キーボードの F2 キーを押下したときに開始します。 

Manual（IO12）：リーダ・ライタの IOポート番号 12 が OFF（Low）から ON（High）になったときに開始します。 

※⑤で [Notify] を選択したときは無効です。 

※CB ファミリのときのみ有効です。 

  IO ポート番号 12 がセンサー入力になっているリーダ・ライタをお使いください。 

⑪ 取得するタグ ID 種別を設定します。 

[TID]を選択した場合は、取得するタグ ID 長を設定します。 

※CB ファミリ SU/AR モデルのときのみ有効です。⑤で[Single]を選択した時のみ有効です。 

  [TID]を選択したときは、一旦 EPC を読んだ後にその EPC を使って TID を読むため、読んだタグ数が多いと 

  遅くなります。 

⑫ チェックを入れると、「タグ ID 取得 --- 多数タグ用」 コマンドを実行します。起動時はチェックされていません。 

複数枚（15 個以上）のタグを読む場合に使用します。 

⑬ チェックを入れると、タグ ID 取得成功時に音を鳴らします。起動時はチェックされていません。 

⑭ チェックを入れると、タグ ID 取得成功時にリーダ・ライタ内蔵のブザー音を鳴らします。 

起動時はチェックされていません。 

※ブザーを内蔵しているリーダ・ライタにおいて、有効になります。 

⑮ チェックを入れるとRFタグ IDをASCII キャラクタで表示します。ASCII で表示できないコードは”.”で表示します。 

一方、チェックを入れないと HEX で表示します。 

⑯ チェックを入れると、タグからの受信電波強度を表示します(対応機種のみ)。起動時はチェックされていません。 

f ファミリの場合、setting 画面でリーダ・ライタが取得/使用するタグ ID 種別を「TID」に設定してある場合でも、

表示されるのは「EPC」となります。 

※⑤で[Single]を選択した時のみ有効です。 

※タグ ID 取得中は、変更できません。 

⑰ チェックを入れると、タグ ID 取得時と成功時の LED 制御を行います。起動時はチェックされていません。f ファミリ

の場合、筐体の種類によって、2LED か 3LED が選択できます。LED の表示仕様については、「4.2.筐体入りリ

ーダ・ライタ製品の LED 表示」をご参照ください。 

⑱ ④で[In/Out Event] を選択したときに有効となります。 

イベントファイルを生成するフォルダを設定します。 

このフォルダに "EVENT_年月日_時分秒_ミリ秒_アンテナ番号_IN.csv"、"EVENT_年月日_時分秒_ミリ秒_

アンテナ番号_OUT.csv"を生成します。 

例：EVENT_20171219_104423_410_1_IN.csv 

そのファイルには、下の例のように 年月日,時分秒,ミリ秒,アンテナ番号,タグ ID,IN/OUT を書きます。 

例： 

2017/12/19,10:44:23,410,1,="343434343434343434343434",IN 

2017/12/19,10:44:23,410,1,="323232323232323232323232",IN 

⑲ タグ ID 取得を開始/中止します。タグ ID 取得中は、表示が[STOP]になります。 
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3.4.4. [In/Out Event]画面の操作 

(1) ④の表示パターンから、[Count up][Each time] [In/Out Event]のどれかを選択します。 

(2) ⑤の ID 取得コマンドから、[Single][Multiple][Notify][MultipleNomerge]のどれかを選択します。 

(3) アンテナ切替を行う場合は、⑥からアンテナ番号を選択します。 

(4) ⑦のテスト回数に 0 – 99999 回のループ回数を入力します(⑤で[Notify]を選択した場合は入力不要で

す)。 

(5) ⑧に ID 取得間隔を設定します。 

(6) 必要に応じて他の設定も行います。 

(7) ⑲の[START]ボタンを押すと、タグ ID の取得を開始します。 

 

タグ ID 取得中の画面を以下に示します。 

 

 

 

※「3.9 リーダ・ライタの設定を変更する」の「Query Command Parameters」の「Q」の値を変えることで一度

に取得できるタグの枚数が変化します。 

[STOP]ボタンを押下するか、ループ回数に達すると終了します。 

※⑤で[Notify]を選択した場合は、[STOP]ボタンでのみ終了します。 

  

図 3-25 
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3.5. タグメモリへのアクセスを行う 

 

 本項では、本ソフトの[Memory access]画面を使用した、タグメモリへのアクセス方法について説明します。

[Memory access]画面では、タグの各メモリバンクのデータの読み書きを行うことができます。 

 

3.5.1. [Memory access]画面の表示 

 

(1) メニューの[Option] – [Memory access...]を選択します。 

(2) [Memory access]画面が表示されます。画面の各項目について以下に示します。 
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① 対象のタグ ID を表示します。 

② タグ ID を取得します。取得したタグ ID は、①に表示されます。 

③ アクセスパスワードを入力します。起動時は、[00000000]です。 

④ 変更するアクセスパスワードを入力します。起動時は、[00000000]です。 

⑤ ④に入力したアクセスパスワードに変更します。 

⑥ 変更するキルパスワードを入力します。起動時は、[00000000]です。 

⑦ ⑥に入力したキルパスワードに変更します。 

⑧ ⑥に入力したキルパスワードを使用して、「Kill Tag」コマンドを送信します。 

⑨ 参照するバンクを[Reserved]、[EPC]、[TID]、[User]から選択します。起動時は、[EPC]が選択されていま

す。 

⑩ タグから応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を入力します。起動時は、[5]が入力されて

います。 

⑪ 一度に読み取るブロック数を指定します。起動時は、[1]です。 

⑫ 各メモリバンクのメモリアドレス、データを表示します。 

 Address : アドレスを表示します。 

 Binary : データをバイナリ形式で表示します。 

 ASCII : データを ASCII 形式で表示します。 

⑬ 各メモリバンクの全データを先頭アドレスから順に読み込み、表示します。 

⑨の Bank で[TID] を選択して実行したときに、そのタグのメーカー名などを画面左下に表示します。 

※タグに実装されていないアドレスに到達したところで中止します。 

⑭ 選択したアドレスのデータを、⑪で指定したブロック数分読み込み、表示します。 

※タグに実装されていないアドレスを指定した場合は、失敗します。 

⑮ [Multiblock]画面を開きます。 

⑯ [Lock]画面を開きます。 

⑰ 書込み時のベリファイを選択します。起動時は 2（ベリファイ 2）が設定されています。 

1（ベリファイ 1） 

 RFID タグからの応答の成否にかかわらず、指定したデータが正しく書きこまれているかを照合します。 

 照合の結果、書き込みデータと一致していたら成功、一致しなかった場合は失敗となります。 

2（ベリファイ 2） ※f ファミリのみで使用できます。 

 RFID タグからの応答が成功した場合のみ、指定したデータが正しく書きこまれているかを照合します。 

 照合の結果、書き込みデータと一致していたら成功、一致しなかった場合は失敗となります。 

 一方、RFID タグからの応答が失敗した場合は失敗となります。 

None（ベリファイ無し） 

 RFID タグからの応答が成功した場合は成功、失敗した場合は失敗となります。照合を行いません。 

⑱ 書込み時の受信タイミングフラグを選択します。起動時はチェックされていません。 

※f ファミリ または CB ファミリ SP モデル で使用できます。 
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通常はチェックを外してご使用ください。Alien 製 Higgs3 などで、タグからの応答時間のばらつきにより 

書き込みが成功しない場合に使用します。 

⑲ ステータスを表示します。 
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3.5.2. タグのメモリバンクの読み取り 

 

 指定したメモリバンクの先頭のアドレスから末尾のアドレスまでのデータを Read することができます。 

 

3.5.2.1. 操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) [Get ID]ボタンを押下し、読み取り対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくても読み取ることができます。 

(2) [Access password]に、タグに設定しているアクセスパスワードを入力します。設定していない場合は

[00000000]を入力してください。 

(3) ［Bank］から Read を行うメモリバンクを選択してください。 

(4) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(5) [Read blocks]に一度に読み取るブロック数を指定してください。 

(6) [Read All]ボタンを押下すると、メモリの Read を開始します。Read 中は、表示が[STOP]になります。 

 

 Read 中の画面を以下に示します。 

 

  

図 3-27 
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(7) [STOP]ボタンを押下するか、Read に失敗すると終了します。 

 

 

  

図 3-28 
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3.5.3. タグメモリの読み取り 

 

 指定したメモリバンクの指定ブロック数分のデータを Read することができます。 

 

3.5.3.1. 操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) [Get ID]ボタンを押下し、読み取り対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくても読み取ることができます。 

(2)  [Access password]に、タグに設定しているアクセスパスワードを入力します。設定していない場合は

[00000000]を入力してください。 

(3) [Bank]に Read を行うメモリバンクを指定してください。 

(4) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(5) [Read blocks]に一度に読み取るブロック数を指定してください。 

(6) リスト中のアドレスを選択して、Read を行うメモリブロックを指定してください。 

(7) [Read block(s)]ボタンを押下すると、メモリの Read を行います。 

(8) Read が成功した場合は、リストにブロック内のデータが表示され、下部のステータスに「Read block(s) 

succeeded.」が表示されます。失敗した場合は、「Read block(s) failure.」が表示されます。 

 

  

図 3-29 
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 Read 終了後の画面を以下に示します。 

 

 

 

 

 

  

図 3-30 
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3.5.4. タグメモリの書き込み 

 

 指定したメモリバンクの 1 ブロック分のデータを Write することができます。 

 

3.5.4.1. 操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) [Get ID]ボタンを押下し、書き込み対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくても書き込むことができます。 

(2)  [Access password]に、タグに設定しているアクセスパスワードを入力します。設定していない場合は

[00000000]を入力してください。 

(3) [Bank]に Write を行うメモリバンクを指定してください。 

(4) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(5) リストから、Write を行うメモリブロックの[Binary]または[ASCII]をダブルクリックします。 

(6) テキストボックスが表示されますので、書き込む値([Binary]の場合は 16 進数値、[ASCII]の場合は

ASCII 文字)を入力し、キーボードの[Enter]を押下すると、メモリの Write を行います。 

(7) Write が成功した場合は、リストにブロック内のデータが表示され、下部のステータスに「Write 1 block 

succeeded.」が表示されます。失敗した場合は、「Write 1 block failure.」が表示されます。 

 

  

図 3-31 
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 Write 終了後の画面を以下に示します。 

 

 

 

 

※EPC バンクのメモリにデータを Write した場合、[Get ID]ボタンを押下し、改めてタグ ID を取得してから次のメ

モリバンクの Write を行ってください。 

 

  

図 3-32 
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3.5.5. タグメモリへのマルチブロックアクセス 

 

 メモリバンク、スタートアドレス、ブロック数を指定したマルチブロックアクセスを行うことができます。 

 

3.5.5.1. [Multiblock]画面の表示 

 

(1) [Get ID]ボタンを押下し、アクセス対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくてもアクセスすることができます。 

(2) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(3) [Memory access]画面の[Multiblock]ボタンを押下すると、[Multiblock]画面が表示されます。 

※[Memory access]画面の表示方法については、「3.5 タグメモリへのアクセスを行う」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

  

図 3-33 
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3.5.5.2. 操作方法 

 

 読み取り 

 

 

 

 

(1) [Access password]にタグに設定しているアクセスパスワードを入力します。 

※アクセスパスワードの設定方法については、「3.5.6 タグにパスワードを設定する」をご参照ください。 

(2) [Bank]から読み取りを行うバンクを選択します。 

(3) [Start address]に読み取り開始アドレスを入力します。 

(4) [Blocks]に読み取るブロック数を入力します。 

(5) [Read block(s)]ボタンを押下すると、メモリを読み取ります。 

(6) 読み取りが成功した場合は、[Binary]テキストボックスと[ASCII]テキストボックスに読み取った値が表示さ

れます。 

 

 

  

図 3-34 
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 書き込み 

 

 

 

 

(1) [Access password]にタグに設定しているアクセスパスワードを入力します。 

※アクセスパスワードの設定方法については、「3.5.6 タグにパスワードを設定する」をご参照ください。 

(2) [Bank]から書き込みを行うバンクを選択します。 

(3) [Start address]に書き込む開始アドレスを入力します。 

(4) [Blocks]に書き込むブロック数を入力します。 

(5) [Binary]テキストボックスまたは[ASCII]テキストボックスに書き込む値を入力します。 

(6) [Write block(s)]ボタンを押下すると、書き込みを行います。 

※[BlockWrite]チェックにチェックを入れると、「EPC™ Radio-Frequency Identity Protocols Class-1 

Generation-2 UHF RFID Protocol for Communications at 860MHz - 960MHz Version 1.2.0」で

規定されている BlockWrite コマンドを使用して書き込みを行います。 

(7) 書き込みが成功した場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

  

図 3-35 
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(8) 書き込みに失敗した場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて書込む前に Verify と Recv timing を設定してください。 

Verify 

書込み時のベリファイを選択します。起動時は 2（ベリファイ 2）が設定されています。 

1（ベリファイ 1） 

RFID タグからの応答の成否にかかわらず、指定したデータが正しく書きこまれているかを照合します。 

照合の結果、書き込みデータと一致していたら成功、一致しなかった場合は失敗となります。 

2（ベリファイ 2） ※f ファミリのみで使用できます。 

RFID タグからの応答が成功した場合のみ、指定したデータが正しく書きこまれているかを照合します。 

照合の結果、書き込みデータと一致していたら成功、一致しなかった場合は失敗となります。 

一方、RFID タグからの応答が失敗した場合は失敗となります。 

None（ベリファイ無し） 

RFID タグからの応答が成功した場合は成功、失敗した場合は失敗となります。照合を行いません。 

Recv timing 

書込み時の受信タイミングフラグを選択します。起動時はチェックされていません。 

※f ファミリ または CB ファミリ SP モデル で使用できます。 

通常はチェックを外してご使用ください。Alien 製 Higgs3 などで、タグからの応答時間のばらつきにより 

書き込みが成功しない場合に使用します。 

  

図 3-36 

図 3-37 
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3.5.6. タグにパスワードを設定する 

 

 アクセスパスワード、キルパスワードの設定方法について説明します。 

 

3.5.6.1. パスワードについて 

 

 アクセスパスワードとタグのメモリ領域のロックを設定することで、タグのメモリに対するデータの読み込み(Read)、書

き込み(Write)を制限することができます(アクセスパスワードを設定していないとタグのメモリ領域をロックすることはで

きません)。 

 キルパスワードは、タグを無効化するのに必要となります(キルパスワードを設定していないとタグの無効化を行うこと

はできません)。 

 アクセスパスワード、キルパスワードは、どちらもタグの Reserved バンクに格納されています(どちらも初期値は

「00000000」となっています)。そのため、Reserved バンクのメモリにデータを Write することでパスワードを設定する

ことができます。 

 

※Reserved バ ン ク の 詳 細 に つ い て は 「 EPC™ Radio-Frequency Identity Protocols Class-1 

Generation-2 UHF RFID Protocol for Communications at 860MHz - 960MHz Version 1.2.0」を

ご参照ください。 

 

3.5.6.2. アクセスパスワードの設定 

 

(1) [Memory access]画面のメモリ Write 機能を使用します。 

※[Memory access]画面の表示方法については、「3.5 タグメモリへのアクセスを行う」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-38 
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(2) [Get ID]ボタンを押下し、アクセスパスワード設定対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくてもアクセスパスワードを設定することができます。 

(3)  [Access password]に現在設定されているアクセスパスワードを入力します。設定していない場合は、

[00000000]を入力してください。 

(4) [New password]に設定するアクセスパスワードを入力します。 

(5) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(6) [Set access pwd]ボタンを押下します。アクセスパスワードの設定に成功した場合、ステータスに「Set 

access password succeeded.」が表示されます。 
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3.5.6.3. キルパスワードの設定 

 

(1) [Memory access]画面のメモリ Write 機能を使用します。 

※[Memory access]画面の表示方法については、「3.5 タグメモリへのアクセスを行う」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) [Get ID]ボタンを押下し、キルパスワード設定対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくてもキルパスワードを設定することができます。 

(3)  [Access password]に現在設定されているアクセスパスワードを入力します。設定していない場合は、

[00000000]を入力してください。 

(4) [Kill password]に設定するキルパスワードを入力します。 

(5) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(6) [Set kill pwd]ボタンを押下します。キルパスワードの設定に成功した場合、ステータスに「Set kill 

password succeeded.」が表示されます。 

 

  

図 3-39 
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3.5.7. タグのメモリ領域をロックする 

 

 本項では、本ソフトのメモリ領域のロック方法について説明します。 

※Monza R6 の PermaLock 等、本ソフトで指定できない Lock ペイロードを指定する場合は、「3.7.コマンドの

テストを行う」をご参照の上、リーダ・ライタに直接コマンドを送信してください。 

 

3.5.7.1. [Lock tag]画面の表示 

 

(1) [Get ID]ボタンを押下し、ロック対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくてもロックをすることができます。 

(2) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(3) [Memory access]画面の[Lock tag]ボタンを押下すると、[Lock tag]画面が表示されます。 

※[Memory access]画面の表示方法については、「3.5 タグメモリへのアクセスを行う」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-40 
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 画面の各項目について以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アクセスパスワードを入力します。起動時は、[Memory access]画面の[Access password]に入力されて

いた値になっています。 

② ロックするフィールドを選択します。起動時は、[Kill password]が選択されています。 

 Kill password :  キルパスワードを格納している領域を指定します。 

 Access password : アクセスパスワードを格納している領域を指定します。 

 EPC memory :  EPC バンク全体を指定します。 

 TID memory :  TID バンク全体を指定します。 

 User memory :  User バンク全体を指定します。 

③ Action を選択します。起動時は、[None]が選択されています。 

④ ②③の設定から計算された値を表示します。 

⑤ 「EPC™ Radio-Frequency Identity Protocols Class-1 Generation-2 UHF RFID Protocol for 

Communications at 860MHz - 960MHz Version 1.2.0」から引用した説明を表示します。 

⑥ Lock コマンドを送信します。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

図 3-41 
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※補足 

 オープンステート : アクセスパスワードが 0 以外の値で、アクセスパスワードの送信が成功してい 

ない状態のことを指します。この状態では、Lock 以外のコマンドを実行するこ 

とができます。 

 セキュアステート : アクセスパスワードが 0、またはアクセスパスワードが 0 以外の値で、アクセス 

パスワードの送信が成功した状態のことを指します。この状態では、全てのコ 

マンドを実行することができます。 

 

3.5.7.2. 操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) [Access password]にタグに設定しているアクセスパスワードを入力します。 

※アクセスパスワードの設定方法については、「3.5.6 タグにパスワードを設定する」をご参照ください。 

(2) [Field]にロックを行うフィールドを指定してください。 

(3) [Action]にロック動作を指定します。 

(4) [Lock tag]ボタンを押下すると、メモリのロックを行います。 

(5) ロックが成功した場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

  

図 3-42 
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(6) ロックが失敗した場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

  

図 3-43 

図 3-44 
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3.5.8. タグを無効にする 

 

 本項では、本ソフトの Kill コマンドの送信方法について説明します。 

 

3.5.8.1. 操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) [Get ID]ボタンを押下し、読み取り対象のタグ ID を取得します。 

※タグ ID を取得しなくてもキルをすることができます。 

(2)  [Kill password]にタグに設定しているキルパスワードを入力します。 

※キルパスワードの設定方法については、「3.5.6 タグにパスワードを設定する」をご参照ください。 

(3) [Retry]にタグからの応答が無かった際のリトライ(本ソフト上で行うリトライ)回数を指定してください。 

(4) [Kill tag]ボタンを押下すると、確認画面表示後、タグの無効化を行います。 

※キルコマンドの送信に成功すると、タグは使用できなくなります。タグを復旧することもできませんので、ご注意くだ

さい。 

(5) タグの無効化が成功した場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

  

図 3-45 
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(6) タグの無効化に失敗した場合は、以下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-46 

図 3-47 
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3.6. タグの RSSI 値をグラフ表示する 

 

 本項では、本ソフトの[Graph RSSI]画面を使用した、タグの RSSI 値をグラフ表示する方法について説明します。

[Graph RSSI]画面では、最大 5 つのタグの RSSI 値を計測し、その結果をグラフ表示することができます。 

 

3.6.1. [Graph RSSI]画面の表示 

(1) メニューの[Option] – [Graph RSSI...]を選択します。 

(2) [Graph RSSI]画面が表示されます。画面の各項目について以下に示します。 

 

 

① 使用するアンテナ番号を指定します。（CB ファミリのときのみ） 

② タグの RSSI 値を計測するときのインターバル（ウェイト）時間を指定します。 

③ 計測終了後に読んだタグの ID を表示します。 

④ 計測結果を表示します。 

⑤ 計測を開始/終了します。 

⑥ 計測後にグラフ表示しますが、そのときの横軸の間隔です。 

⑦ グラフを再表示します。 

⑧ 計測データを CSV ファイルに保存します。 

 

  

① 
② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

⑨ 
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3.6.2. [Graph RSSI]画面の操作 

 

(1) CB ファミリのときは①から使用するアンテナ番号を選択します。 

(2) ②のインターバル（ウェイト）時間を指定します。 

(3) ⑥に横軸の間隔を指定します。 

(4) ⑤の[START]を押下します。すると[STOP]に替わりタグの読取りを開始しますので、タグをかざしてくださ

い。 

(5) ⑤の[STOP]を押下します。すると[START]に替わりタグの読取りを終了し、③に読んだタグの ID を、④に

読んだ RSSI 値のデータを、⑨にグラフを表示します。 

(6) データ量が多いとグラフの横幅が足りないことがあります。そのときは⑥を小さくしたり、ダイアログの右辺を右

方向にドラッグしたりしてみてください。その後⑦でグラフを再表示できます。 

(7) ⑧で結果を CSV ファイルに保存することもできます。⑧を押下すると保存するフォルダを聞かれますので指

定します。そのフォルダに log.csv というファイルが生成されます。またそのフォルダが表示されます。 
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3.7. コマンドのテストを行う 

 

 本項では、リーダ・ライタへ直接コマンドを送信し、コマンドのテストを行う方法を説明します。 

 

3.7.1. [Cmd test]画面の表示 

 

(1) メニューの[Help] – [Cmd test...]を選択します。 

(2) [Cmd test]画面が表示されます。画面の各項目について以下に示します。 

 

 

 

① 送信コマンドを入力します。起動時は、空欄です。 

② ①に入力されたコマンドをリーダ・ライタに送信します。 

③ 受信したコマンドを表示します。起動時は、空欄です。 

④ ②を押下後に受信したコマンド以外に受信する必要がある際に使用します。 

⑤ f ファミリの場合は「チェックコード」を、CB ファミリの場合は「BCC」を計算してダイアログに表示します。 

⑥ f ファミリの場合は「チェックコード」を計算して①で入力されているコマンドの後ろに「チェックコード」と７E を追記し

ます。 

一方、CB ファミリの場合は「BCC」を計算して①で入力されているコマンドの後ろに「BCC」を追記します。 

 

  

① 

② 

③ 

④ 

図 3-48 

⑤ ⑥ 
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⑤の例（CB ファミリの場合） 

左下図のように BCC を除いたコマンドを入力した後に[BCC]をクリックすると、右下図のダイアログが表示されます。 

      

 

⑥の例（CB ファミリの場合） 

左下図のように BCC を除いたコマンドを入力した後に[Add BCC]をクリックすると、右下図のように BCC が追記さ

れます。 
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3.7.2. 操作方法 

 

(1) ①にコマンドを入力します。 

※リーダ・ライタに送信するコマンドについては、以下をご参照ください。 

 CB ファミリ :  「ART Finex リーダ・ライタプロトコル UHF 版仕様書」 

 f ファミリ(SP モデル) :  「URW-SP プロトコル仕様書」 

(2) [Send]ボタンを押下すると、①のコマンドをリーダ・ライタに送信します。 

※[Send]ボタン押下後、1 秒以内にコマンドが受信できなかった際は、下のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 送信したコマンドに対する一連のレスポンスが③に表示されます。 

※300 ミリ秒以上受信が無くなるまで受信を続けますので、後述のデバッグウィンドウに 

RECV Timeout と表示されます。 

(4) さらに受信する場合は、[Receive]ボタンを押下します。受信したコマンドが③に表示されます。 

 

  

図 3-49 
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3.8. デバッグウィンドウ 

 

 デバックウィンドウでは、リーダ・ライタと本ソフトの間で送受信しているコマンドを表示することができます。 

 

3.8.1. [Debug]画面の表示 

 

(1) メニューの[Help] – [Debug...]を選択します。 

(2) [Debug]画面が表示されます。画面の各項目について以下に示します。 

 

 

 

 

① チェックを入れることで、チェックした時点からのデバッグウィンドウの内容を、テキストファイルに書き込みます。テキ

ストファイルは、実行ファイルと同じフォルダに作成されます。※ 

② コマンドの詳細を表示します。 

③ テキストボックスの内容をクリアします。 

 

※ 本ソフトをインストーラのデフォルト設定ではなく、[Program Files]フォルダや[WINDOWS]フォルダの下に 

インストールしていると作成されない場合があります。 

インストール時にインストール先をデフォルト設定で行うと[C:¥ART Finex¥IC タグライタ]に保存されます。 

 

 

  

① 

② 

③ 

図 3-50 
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3.8.2. デバッグウィンドウの表示項目 

 

 デバッグウィンドウは、以下の形式で送受信しているコマンドを表示します。 

 

[時刻] [コマンド種別] [コマンド] 

 時刻 :  コマンド送受信時の時間（HH:MM:SS:sss） 

 コマンド種別 : SEND（送信コマンド）、RECV（受信コマンド） 

 コマンド :  リーダ・ライタのプロトコルに準じたコマンド 

 

また呼び出した API 関数名も表示されます。 

例：API> GetSPVersion 
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3.9. リーダ・ライタの設定を変更する 

 

 本項では、リーダ・ライタの各設定の変更方法について、説明します。 

 

3.9.1. [RW settings]画面の表示 

 

(1) メニューの[Setting] - [RW settings...]を選択します。 

(2) [RW settings]画面が表示されます。画面の各項目について以下に示します。 

 

 各画面共通 

 

※リーダ・ライタのタイプによって、未対応の項目が入力、または選択できない状態で表示されます。 

 

 

 

 

 

  

① 

② ③ ④ ⑤ 

図 3-51 

⑥ ⑦ 
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① 設定値を表示するカテゴリを切り替えます。 

② [Init WLAN] 

無線 LAN モジュールの設定を初期化します(実装されている場合のみ)。リーダ・ライタの再起動後、設定が初

期化されます。 

※初期化後、再度無線 LAN モジュールの設定を行う必要があります。 

③ [Reset] 

FTDI のリセットをします。 

④ [Reset Any Time] 

FTDI の強制リセットをします。 

⑤ [Set init value] 

[RW settings]画面に表示されているリーダ・ライタの設定値をデフォルト値にします。 

※f ファミリ(SP モデル)の場合は、以下の画面が表示されますので、リーダ・ライタを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 [Others] : その他 

 [UPen-200f-XX] : UPen-200f-J2 

※[Set init value]ボタンを押下しただけでは、設定値は保存されていません。[Apply]ボタンを押下し、さらに 

[Store EEPROM]ボタンを押下することにより、設定値が EEPROM に保存されます。 

⑥ [Store EEPROM] 

[Apply]、[Set init value]で RAM 上に反映された設定値を、リーダ・ライタの EEPROM に保存するコマンド

を送ります。 

※成功した場合、電源を再投入しても設定は保持されます。 

⑦ [Apply] 

設定項目をリーダ・ライタの RAM に書き込みます。電源再投入後には変更前の設定に戻ります。 

電源再投入しても設定を保持させてい場合は⑥の[Store EEPROM]で保存します。 

このボタンは各設定項目を変更した際に有効になります。 

 

  

図 3-52 
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 [Reader configuration] 

 

 

 

① [Reader name] 

リーダ・ライタに、任意の機器名を設定することができます。CB ファミリのみ有効です。 

※32 文字の半角英数字のみ使用可能。 

② [Reader ID] 

リーダ・ライタに、任意の ID を設定することができます。 

※8 文字の 16 進数値のみ使用可能。 

 

  

① 

② 

④ 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

図 3-53 

③ 
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③ [Tx power] 

送信出力を設定します。本設定により、タグとの通信距離を調整することが可能です。 

【設定範囲】0.0 dBm – 30.0 dBm 

※f ファミリ SP モデル SP3 は、0.0 dBm – 15.0 dBm まで設定が可能です。 

※f ファミリ SP モデル SP4 は、0.0 dBm – 20.0 dBm まで設定が可能です。 

※f ファミリ SP モデル SP5 は、13.0 dBm – 23.0 dBm まで設定が可能です。 

※f ファミリ SP モデル SP6 は、0.0 dBm – 23.0 dBm まで設定が可能です。 

※CB ファミリ SU モデルは、5.0 dBm – 30.0 dBm まで設定が可能です。 

  （4Weirp 8dBi アンテナの場合は、5.0 dBm – 28.0 dBm まで設定が可能です。） 

※CB ファミリ SU モデルのみ、0.5 dBm 単位での設定は、実動作に反映されません。 

※本設定は、タグと通信を行う全ての動作に適用されます。 

※CB ファミリ SU モデルでは、su0203.600 以降のファームウェアより、アンテナごとに送信出力を設定できるように

なりました。そのため送信出力は [Each antenna settings] シートで設定します。 

※CB ファミリ SP モデルでは、アンテナ切替器が付いている場合、URWUP32J2_03.09.00 以降のファームウェアよ

り、アンテナごとに送信出力を設定できるようになりました。そのため送信出力は [Each antenna settings] 

シートで設定します。 

④ [Modulation] 

変調方式を設定します。下のいずれかから選択できます。 

0 ： DSB-ASK/FM0/40kHz 

1 ： PR-ASK/Miller/250kHz 

2 ： PR-ASK/Miller/300kHz 

3 ： DSB-ASK/FM0/400kHz 

CB ファミリ AR モデルでは下のいずれかから選択できます。 

M=4/240,PIE=2,Tari=25μs 

M=2/320,PIE=2,Tari=18.8μs 

M=4/320,PIE=2,Tari=18.8μs 

⑤  [Select] 

タグ ID 取得時の、モジュール内部におけるリトライ回数を設定します。 

【設定範囲】0 – 10 

⑥ [Noise protection] 

チェックを入れると、タグ ID取得時に、周辺環境によるノイズをタグとして認識してしまうことを抑える効果がありま

す。 

※[Noise protection]を有効にすると、タグ検出の成功率や応答速度が低下します。 

⑦ [Read] 

メモリ読み取り時の、モジュール内部におけるリトライ回数を設定します。 

【設定範囲】0 - 10 
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⑧ [Write] 

メモリ書き込み時の、モジュール内部におけるリトライ回数を設定します。 

【設定範囲】0 - 10 
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 [Radio configuration] 

 

 

 

 

① [Region] 

リーダ・ライタを使用する国、または地域に適合した周波数、出力等のパラメータプリセットを設定することができ

ます。 

【設定値】Korea / US / Europe / Japan / China1 / China2 

※国内版は「Japan」以外の設定を行うとエラーとなります。 

② [Channel] 

通信する周波数チャネルを設定します。[Region]で選択している地域により、設定範囲が異なります。 

【設定範囲】 5,11,17,23～38 の範囲が有効で、モデルにより下の制限があります。 

  SP3、SP4、SP6、CB ファミリ SU モデル（250mW）：38(923.4 MHz)は使用できません。 

  SP5：5,11,17,23 は使用できません。 

  CB ファミリ SU モデル（1000mW）：26～38 は使用できません。 

③  [Scan channel] 

チェックを入れ、[Apply]ボタンを押下することで、メイン画面のテスト時に、[Read tag ID]から[Multiple]を

選択した際、テスト実行前に最適な周波数チャネルに合わせます。本ソフト起動時はチェックされていません。 

※本ソフト再起動後は設定が消去されます。 

 

  

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ 

図 3-54 
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④ [Hoppping] 

周波数チャネルのホッピングパターンを設定します。 

【設定範囲】 Pattern 1 – Pattern 5 

⑤  [BLF] 

リーダ・ライタ、タグ間の伝送速度を設定します。変更はできません。 

⑥ [FHSS] 

チェックを入れることで、周波数ホッピング方式(FHSS)を有効にします。 

※国内版では、使用することができません。 

⑦ [LBT] 

チェックを入れることで、LBT(Listen Before Talk)を有効にします。 

※国内版では、使用することができません。 

⑧ [Read time] 

LBT のリード時間を設定します(1 = 150μs)。 

※国内版では、使用することができません。 

⑨  [Idle time] 

LBT のアイドル時間を設定します(1 = 150μs)。 

※国内版では、使用することができません。 

⑩  [CW sense time] 

キャリアセンス時間を設定します(1 = 150μs)。 

※国内版では、使用することができません。 

⑪  [LBT RF level] 

キャリアセンスレベルを設定します(-dBm * 100)。 

※国内版では、使用することができません。 
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 [Select/Query parameter] 

 

 

① [Select command parameters] 

EPC C1Gen2 プロトコルの Select コマンドのパラメータを設定します。 

※Select コマンドの設定パラメータについては、「EPC™ Radio-Frequency Identity Protocols Class-1 

Generation-2 UHF RFID Protocol for Communications at 860MHz - 960MHz Version 1.2.0」を

ご参照ください。 

② [Query command parameters] 

EPC C1Gen2 プロトコルの Query コマンドのパラメータを設定します。 

※Query コマンドの設定パラメータについては、「EPC™ Radio-Frequency Identity Protocols Class-1 

Generation-2 UHF RFID Protocol for Communications at 860MHz - 960MHz Version 1.2.0」を

ご参照ください。 

※CB ファミリ SP モデルでは、アンテナ切替器が付いている場合、URWUP32J2_03.09.00 以降のファームウェアよ

り、アンテナごとにセッションを設定できるようになりました。そのためセッションは [Each antenna settings] シ

ートで設定します。 

③ [Tag’s ID to use] 

リーダ・ライタが取得/使用するタグ ID 種別を設定します。[TID]を選択した場合は、リーダ・ライタが取得/使用

するタグ ID 長を設定します。 

※CB ファミリ SU/AR モデル以外で有効です。 

[TID]に設定した場合、本ソフトで使用する ID は、タグの TID バンクにある値となります。 

④ [Tx parameters] 

CB-family SU/AR モデルで有効です。Query、送信時間（滞留時間）、カウント数（巡回回数）を設定しま

す。 

① 

② 

図 3-55 

③ ④ 
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※AR モデルの場合 

送信時間（滞留時間）とカウント数（巡回回数）では、カウント数（巡回回数）が優先されます。 

カウント数（巡回回数）が 0 以外のときはカウント数（巡回回数）が使用されます。 

一方、カウント数（巡回回数）が 0 のときは送信時間（滞留時間）が使用されます。 
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 [Each antenna settings] 

 

アンテナごとの送信出力とセッションを設定します。 

※CB ファミリ SU モデル、su0203.910 以降のファームウェアより有効です。 

※CB ファミリ SP モデル、up03.09.00 以降のファームウェアより有効です。 

 

① [TxPower] 

アンテナ 1～16 の送信出力を設定します。 

【設定範囲】0.0 dBm – 30.0 dBm 

※f ファミリ SP モデル SP3 は、0.0 dBm – 15.0 dBm まで設定が可能です。 

※f ファミリ SP モデル SP4 は、0.0 dBm – 20.0 dBm まで設定が可能です。 

※f ファミリ SP モデル SP5 は、13.0 dBm – 23.0 dBm まで設定が可能です。 

※f ファミリ SP モデル SP6 は、0.0 dBm – 23.0 dBm まで設定が可能です。 

※CB ファミリ AR モデルは、0.0 dBm – 24.0 dBm まで設定が可能です。 

※CB ファミリ SU モデル（250mW）は、5.0 dBm – 24.0 dBm まで設定が可能です。 

※CB ファミリ SU モデル（1000mW）は、5.0 dBm – 30.0 dBm まで設定が可能です。 

  （4Weirp 8dBi アンテナの場合は、5.0 dBm – 28.0 dBm まで設定が可能です。） 

※CB ファミリ SU モデルのみ、0.5 dBm 単位での設定は、実動作に反映されません。 

②  [Session] 

アンテナごとのセッションを設定します。 

【設定】S0、S1、S2、S3 から選択します。 

 

  

① ② ③ 

④ 
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③ [Session（Valid/Invalid）] 

②で設定した 16 個の Session を有効/無効設定します。 

無効にすると、全ての Session を S0 にしたときと同等の動きをします。 

CB ファミリ SU モデルのときのみ有効です。 

④ Ant1⇒all Ant 

Ant1 で設定した値を全 Ant にコピーするボタンです。 

TxPower ボタンは送信出力値を、Session ボタンはセッション値をコピーします。 
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 [Rssi filter] 

 

 

取得するタグ ID を RSSI 値でフィルタリングをします。（ここで設定した RSSI 範囲のタグのみ取得するようになります） 

※CB ファミリ SU モデル、su0203.800 以降のファームウェアより有効です。 

 

Condition（条件）は、次の 5 つから選択します。 

    none：条件無し。検知した全てのタグ ID を取得します。 

    RSSI≦A：A で指定した RSSI 以下のタグ ID を取得します。 

    A≦RSSI：A で指定した RSSI 以上のタグ ID を取得します。 

    A≦RSSI≦B：A で指定した RSSI 以上 かつ B で指定した RSSI 以下のタグ ID を取得します。 

    RSSI≦A、B≦RSSI：A で指定した RSSI 以下 または B で指定した RSSI 以上のタグ ID を取得します。 

A、B は、-70dBm、-65dBm、～、-35dBm、-30dBm から選択します。 

A と B の両方を選択する場合は、A≦B となるように選択します。 

この後他の画面でタグ ID を取得すると、この条件に合致するタグのみを取得します。 
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 [LAN parameter] 

CB ファミリのリーダ・ライタ UXA250 のみ、下の LAN 設定画面が表示されます。 

 

 

 

IP アドレスなどを設定します。 

※MAC アドレスは表示のみです。設定はできません。 

※DHCP にするときは □ Use DHCP にチェックを入れます。 
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3.9.2. 設定の変更をリーダ・ライタに反映させる 

 

(1) 各項目変更後、[Apply]ボタンを押下します 

 

 

 

 

 

(2) 設定の変更が成功した場合、以下の画面が表示されます。 

※リーダ・ライタの電源切断後、設定は消去されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 設定の変更に失敗した場合、以下のように、「[カテゴリ][項目]の設定に失敗しました。」と表示されますの

で、該当項目の設定値をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-56 

図 3-57 

図 3-58 
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3.9.3. RAM の設定を EEPROM に保存する 

 

(1) 各項目設定後、[Store EEPROM]ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

※[Store EEPROM]ボタンを押下すると、現在 RAM に保存されている設定を EEPROM に保存します。画面の

設定内容を変更し、EEPROM に保存する場合は、[Store EEPROM]ボタン押下前に[Apply]ボタンを押下

し、一旦 RAM に保存する必要があります。 

 

(2) 設定の保存が成功した場合、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-59 

図 3-60 
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3.9.4. 設定値を初期化する 

 

(1) [Set init value]ボタンを押下します。 

 

 

 

 

(2) 成功した場合、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

※[Set init value]ボタンを押下しただけでは、設定値は保存されていません。[Apply]と[Store EEPROM]ボタ

ンを押下することにより、設定値が EEPROM に保存されます。 

 

 

  

図 3-61 

図 3-62 
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3.10. RS-232C の通信速度を設定する 

 

 本項では、リーダ・ライタの RS-232C の通信速度の設定方法について、説明します。 

※f ファミリ SP モデルの USB 接続の場合、19200 または115200 以外の通信速度を設定すると、本ソフトで USB

として接続できなくなります。19200 または 115200 以外の通信速度で使用する場合は、仮想 COM ポート

を利用し、RS-232C として接続してください。 

 

3.10.1. [RS-232C baud rate]画面の表示 

 

(1) メニューの[Setting] - [RS-232C baud rate...]を選択します。 

(2) [RS-232C baud rate]画面が表示されます。画面の各項目について以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

① RS-232C の通信速度を選択します。 

② リーダ・ライタの EEPROM に設定を保存します。 

 

  

① ② 

図 3-63 
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3.10.2. 通信速度を設定する 

 

(1) 通信速度を選択後、[Set]ボタンを押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 成功した場合、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※リーダ・ライタと本ソフトとの再接続を行ってください。 

※CB ファミリの場合は、通信速度の変更がすぐに反映されますので、設定後、その他の操作ができなくなります。f

ファミリの場合は、通信速度の変更が電源再投入後に反映されます。 

 

  

図 3-64 

図 3-65 
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3.11. バージョン情報を確認する 

 本ソフトおよびリーダ・ライタのバージョン情報の確認方法について説明します。 

 

3.11.1. [About]画面の表示 

(1) メニューの[Help] - [About...]を選択します。 

※リーダ・ライタとの接続・非接続状態に関係なく画面は表示できます。 

 

3.11.2. バージョン情報詳細 

 各バージョン情報の項目について以下に示します。 

  

 

 

① アプリケーションのバージョン情報を表示します。 

② リーダ・ライタの情報（種別、機器バージョン、リージョン（地域）コード、製品タイプ、筐体シリアル/内部シリアル、

メーカー名）を表示します。 

※CB ファミリの場合、機器バージョンは以下のような構成になっています。 

「RF モジュールのバージョン,コントローラモジュールのバージョン」 

※リーダ・ライタのファームウェアバージョンにより、表示されない情報があります。 

また、リーダ・ライタ出荷時に情報が書かれていない場合は、正しく表示されないことがあります。 

※リーダ・ライタと接続していない状態では、リーダ・ライタの情報は表示されません。 

③ 工場出荷時のパラメータに戻します。（特定の機器のみで有効です） 

  

① 

② 

図 3-66 

③ 



                                       

IC タグライタ取扱説明書 

91 

 

 

4. その他の仕様 

4.1. 接続前のリセット 

リーダ・ライタに接続しないでリーダ・ライタをリセットする方法について説明します。 

下の条件を全て満たしている必要があります。 

・f ファミリの一部の機器 

・USB 接続されている 

・FTDI デバイスとリーダ・ライタの間にリセット信号線が配線されている 

お使いのリーダ・ライタがリセットに対応しているかどうかは、機種名とシリアル番号でお問い合わせください。 

◇リセットの原理 

リーダ・ライタは［USB⇔シリアル］変換のために FTDI 社製のデバイスを使用しています。 

ホスト PC からその FTDI デバイスを経由してリーダ・ライタにリセット信号を入れてリセットします。 

◇リセット方法 

(1)メニューの[File] – [Connect...]を選択し、[Interface setting]画面を表示します。 

 

(2) リセットしたいリーダ・ライタが接続されている COM 番号を設定して［Reset］ボタンをクリックします。 

成功すると下のダイアログが表示され、失敗するとエラー内容を記したダイアログが表示されます。 

 

※失敗時のメッセージが「指定した COM に RFID リーダーはつながっていません。または接続中です。」 

のときは、指定した COM が間違っているか、その COM ポートをオープンできない状態です。 

オープンできない原因としては、既に通信接続中または、セレクティブサスペンド中などが考えられます。 

※このリセットをアプリケーション内から実行するときは、API 関数 so_ResetReaderBeforeConnect 

で行えます。 
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4.2. インポートデータ仕様 

 

 以下に、「書き込みデータインポート(W / R from data)」で使用できるデータの仕様を示します。 

 

 ファイルはテキスト形式のみとなります。 

 0-9、A-F または a-f の連続した文字を 1 つの書き込みデータとし、1 データ毎に改行を入れてください。 

 1 データの桁数は、60 桁までです。 

 ４の倍数桁に満たない文字の場合は、不足する桁数分の「0」が前方に挿入されます。 

例) 1 → 0001、 1234567 → 01234567、 1234567890 → 001234567890 

 文字コードは Shift-JIS、改行コードは CR+LF とします。 

 最大行数は 1000 行までです。 

 

 例 

テキストデータ                                 インポートデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エラーが 1 つでも存在する場合、データはインポートされません。 

 

  

←エラー（不正な文字） 

123456789012345678901234 

1 

12abEF 

1234567890123456789012345 

1234abEFg 

123456789012345678901234 

0001 

0012ABEF 

0001234567890123456789012345 

 

123456789012345678901234567890123456789012345678901234567890 

1234567890123456789012345678901234567890123456789012345678901 

←正常 （最大桁数 60） 

←エラー （桁数不正） 
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4.3. 筐体入りリーダ・ライタ製品の LED 表示 

 

 以下に筐体入りリーダ・ライタ製品の LED の表示仕様を示します。 

 

4.3.1. 2 ポート LED 

 

 POWER(緑) 

リーダ・ライタに電源を投入すると点灯します。 

 TX(赤) 

テスト中に点灯します。インターバル待機中やテスト終了時は消灯します。 

 

 テスト中の LED フローを以下に示します。 

 

表 4-1 

初期状態 
 

テスト 

開始後 
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4.3.2. 3 ポート LED 

 

 POWER(赤) 

リーダ・ライタに電源を投入すると点灯します(初期設定時)。 

 TX(黄) 

テスト中に点灯します。インターバル待機中やテスト終了時は消灯します。 

 OK(緑) 

テストに成功すると点灯します。次のテストに失敗するか、テストが終了するまで点灯し続けます。テス 

トが失敗すると消灯します。 

 

 テスト中の LED フローを以下に示します。 

 

表 4-2 

初期状態 
 

テスト 

1 回目 

 

 

OK                            NG 

                             

 

                             

テスト 

2 回目以降 

                             

        OK         NG               OK         NG 

                        

 

                        

 

 

 

 

 

 

 


